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■期 日 平成 12年 10月 15日 (日 )～ 10月 18日 (水 )

■会 場 高岡市民体育館
■主 催 (財)日 本体育協会・文部省・富山県

(財 )日本バ ドミントン協会・高岡市
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国民体育大会マーク

昭和22年 に国民体育大会のシンボルとして制定され、

第 2回大会から使用されるようになりました。

30度右傾斜の赤色の火炎を直径の10分 の 1幅の紺青色

の円帯で囲んであります。

アマチュア・スポーツマンのあり方
(「 日本体育協会スポーツ憲章」抜粋 )

-

高岡市民体育館

●スポーツを愛し、楽しむために、自発的に行う。

●競技規則はもとより、自らの属する団体の規則を遵守し、フェアプレーに終始する。

●常に相手を尊重しつつ、自己の最善を尽くす。

●スポーツを行うことによつて、自らの物質的利益を求めない。

●スポーツによって得た名声を、自ら利用しない。
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第 55 国民体育大会ロ

テーマ・スローガン・シンボルマーク・マスコット

2000年とやま国体

20世 紀の有終の美を飾り、新世紀の

幕を開こうとする記念すべき2000年 に、「と

やま」で国体が開催されます。

この国体が、21世 紀のモデルとなるこ

とを目指すとともに、これを通 して、魅力あ

る「とやま」のイメージを全国に発信します。

あいの風 夢のせて

「あいの風」は、富山湾の北東風で、古

く万葉の時代から、プリの豊漁など海の幸

を運ぶ風として県民に親しまれています。

あいの風が、スポーツの祭典に集うす

べての人たちの夢を乗せて、「愛の風」、

「 (出 )会いの風」、「私 (I)の風」となって、

全 国へ、そして未来へ向かってすばらしい

幸を運ぶイメージを表現しています。

ス回―ガン

TOYAMAの 頭文字「T」 をモチーフに

するとともに、「あいの風 夢のせて」のス

ローガンにふさわしく、風にたなびく強さと

軽やかさを表現し、2000年 とやま国体をイ

メージしています。
● ⑥

シンボルマーク
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時 丸 西暦2000年 、これまでの果てし

ない歳月の中には様々な人類の歴史が刻

まれています。

このマスコットは、新世紀へのさらなる

発展の願いをこめて、2000年を浮き彫り

にした「時の精」を表現しています。

この「時の精」が、国体の歴史と伝統を

継承しながら、新しい時代の国体へとつな

げていきます。

風 丸 このマスコットは、「あいの風 夢

のせて」のスローガンにふさわしく、2000

年とやま国体に集うすべての人たちの夢

を乗せて全国へ、そして未来へ幸を運ぶ「風

の精」を表現しています。

朱は、スポーツの祭典に集う人たちの

燃える情熱を、青、緑、黄、自は、野に山に

海に映えるとやまの風土の豊かな四季の

彩りを表しています。

と き ま る

テーマ

マスコツト
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国民体育大会マーク、アマチュア・ スポーツのあ り方、競技場 (写真 )

第 55回国民体育大会テーマ・スローガン・ シンボルマーク・マスコッ ト
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日本バ ドミントン協会

会 長  桜 内 義 雄

「あいの風 夢 のせて」をスローガンの もと、富山県西部の中核都市、400年

の歴史 を誇 る銅器 。漆器のまち、万葉歌人、大伴家持 ゆか りの地、万葉のふ る

さとここ高岡市 において「2000年 とや ま国体」バ ドミン トン競技会 を開催 され

ます ことは、誠 に喜びに堪 えない ところであ ります。

ご承知の とお り、 日本バ ドミン トン協会では、選手の強化育成 を図るため、

各種国内大会 の開催や国際大会へ数多 く派遣 してお りますが、 日本 は残念 なが

ら世界 とのレベルの差 を認めざるを得 ません。バ ドミン トン界全体が一丸 とな

って強化 を図 り、世界 を目指 さなければな らない時期であ ります。

このことか らも、 日本の代表選手のほとんどが出場す るこの国民体育大会 は、

日本バ ドミン トン界のレベルアップ という重要な役割 を担 ってい ます。全国各

地か ら選ばれて参加 され る選手諸君 には、郷土の栄誉 と栄光 に向かって日頃培

われた練習の成果 を十三分 に発揮 していただきたい と思います。 そして、 ご観

覧の皆様 にバ ドミン トンの魅力 を十分伝 えられる素晴 らしいプレーを展開され

ますよう期待いた します。

終わ りに、二十世紀最後の開催 となる「第55回 国民体育大会」 にあた り、誠

心誠意 ご尽力賜 りました富山県並びに高岡市の関係者、地元協会 の各位 に対 し

心か らお礼 を申 しあげまして、ごあいさつ といた します。

あ  い  さ  つ
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2000年 国体富山県実行委員会会長

富山県知事  中 沖
進ユ
玉
=

全国各地か ら多 くの選手・役員の皆様 をお迎えし、富山県において、第 55回

国民体育大会 「2000年 とやま国体」秋季大会を開催できます ことは、誠に喜び

に堪 えません。全国か らご参加の選手・役員の皆様には、よ うこそ官山県にお

越 しくだ さいま した。 112万 県民を代表 して心から歓迎 申しあげます。

「2000年 とやま国体」は、新たな千年紀 (ミ レニアム)が始まる記念すべき

年に開催 され る、いわば 「ミレニアム国体」です。 この大会が 21世紀における

国体のモデル となることをめざし、県民総参画・参加 によ り、官山の魅力をふ

んだんに盛 り込んだ感動の祭典に したい と願 っています。

選手の皆様 には、「あいの風 夢のせて」のスローガンのもと、栄えある郷土

の代表 として 日頃鍛 えられた技 と力を存分に発揮 され るとともに、お互いの友

情を深め られ、思い出に残 るすば らしい大会 とされます よ う念願 してやみませ

ん。

また、このたびのご来県を機 に、本県の美 しく豊かな 自然や新鮮 な味覚など

「いい人 いい味 いきいき富山」の魅力の数々を大いに実感 していただきた

い と存 じます。

終わ りに、本大会の開催にあた り、多大なご支援、ご尽力をいただきま した

関係の皆様方に心か ら感謝 申しあげます。

-2-
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歓 迎 の こ と ば

2000年 とやま国体高岡市実行委員会会長

高岡市長  佐 藤 孝 志

ここ 「万葉のふ るさと」高岡市 に、全 国各地 か ら多数の選手・役員 の皆様 を

お迎 え し、第 55回 国民体育大会秋季 大会バ ドミン トン競技会 を盛大 に開催 で

きます こ とは、 この うえ もない喜びで あ り 17万 4千 市民 とともに、皆様方 を

心 か ら歓迎 申 し上げます。

本市では、 「2000年 とや ま国体」 を熱気 と感 動あふれ る祭典 とす るため

「みんなで参加 、み んなで成功」 を合 言葉 に大勢の方々の ご協力 をいただ きな

が ら準備 を進 めてまい りま した。

出場 され る選手 の皆様 には、 日頃の実力 と練習の成果 を十二分 に発揮 され、

素晴 らしいプ レー を展開 され ます とともに、選手の皆様 の相互交流 を通 じて友

情 の輸 を広 げ られ、いつ まで も心 に残 る大会 とな ります よ う念願 いた してお り

ます。

本市は、万葉 の歌人大伴家持 が多 くの秀歌 を詠んだ万葉 ゆか りの地 であ りま

す。その家持が歌 に詠んだ景勝地 「雨晴海岸 」、 「二上山」のほか、国宝 「瑞

龍 寺」、 「高岡大仏」な どの名所 旧跡や 高岡銅器・ 漆器 な どの特色 あ る物産が

多数 あ るまちであ ります。短 い滞在期 間ではあ りますが、 ど うか この機 会 に高

岡の歴 史 と文化 を肌 で感 じていただ きたい と思います。

終わ りに、本競技会 の開催 にあた り、 ご尽 力いただきま した関係者 の皆様 に

心 か ら感 謝 を申 し上げ、歓 迎の こ とば といた します。
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富山県バ ドミントン協会

会 長  清 水 規矩雄

全国各地か ら激戦 を勝 ち抜いて参加 される選手並びに監督・役員の皆様 を産

業のまち 。文化のまち として発展 しているここ高岡市 にお迎 えし、第55回 国民

体育大会バ ドミン トン競技会 を盛大 に開催 で きます ことは、誠 に喜びに堪 えな

い ところであ り、心 よ り歓迎申しあげます。

ご承知の とお り、富山県での国民体育大会の開催 は、昭和33年 の第13回 大会

以来、 2巡 目の大会であ ります。開催地高岡市 をはじめ、富山県バ ドミン トン

協会関係者が ご来県される皆様 を心温か く迎 えられ る体制づ くりに努めるとと

もに、選手がプレー しやすい環境づ くりと大会がスムーズに運営 されるように

今 日まで総力 を挙 げて一生懸命準備 を進めてまい りました。

出場 される選手の皆様 には、 日頃鍛 えられた技 と力 を十二分に発揮 され まし

て、郷土 と選手 自身の栄誉のため、自熱 したプレーを展開 していただき、見 る

ものに感動 を与 えるハイレベルな大会になるよう念願するものであ ります。

本協会では、「あいの風 夢のせて」をスローガンに展開され ます2000年富山

国体が契機 とな り、今後 さらに生涯スポーツとしてのバ ドミン トン人 口の拡大

と競技水準の向上 に大 きく貢献するもの と期待 を寄せているところであ ります。

終わ りに、本大会の開催 にあた り、 ご支援 とご協力を賜 りました財団法人 日

本バ ドミン トン協会 をはじめ、地元高岡市並びに関係機関、関係各位 に厚 くお

礼申しあげます とともに、本大会の成功 を心か らご祈念申 し上 げ、歓迎の こと

ばといたします。
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国民体育 大会天 皇杯 皇后杯 授与規程

第 1条

2

第 2条

第 3条

天皇杯は、男女総合成績第 1位の都道府県、皇后杯は、女子総合成績第 1位の都道府県に授

与する。

第 1位が 2都道府県以 11の 場合は、当該都道府県で共有する。

天:■杯及び.I后杯は、秋季大会閉会式に授与し、次回冬季大会最初の競技会開会式において

返還する。

人宅杯又は111后杯を授′ナされた都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)信託会社又は確実な金庫に保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする.

(3)III[ヽ]法人|1本体育協会が優勝都道府県名刻印のため又はその他の必要により ‐時返選を求

めた場合は、これに応じなければならない。

附則 本規程は昭和41年 41-11日 制定

昭和45年 1ナ 122[1 ・H`改 ::1

11召 和48年 7)110日 一部改:il

ll召不‖541・ 5サ 191-| ‐JS改 lil
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第 1条

2

第 2条

第 3条

大会会長 トロフィー

国民体育大会会長 トロフィー (以 下「大会会長 トロフィー」という。)は、各正式競技男女

総合成績第 1位の都道府県に授与する。

第 1位が2都道府県以 Lの場合は、当該都道府県で共有する。

大会会長 トロフイーは、競技会表彰式に授与し、次国大会開始式において返還する。

大会会長 トロフィーを授与された都道府県は、次の各項の義務を有する。

(1)責任をもって保管する。

(2)破損、紛失等の場合は、当該都道府県の責任とする.

(3)優勝の刻印を次国大会までに行うものとする.、 ただし、第 1条第 2項の場合は、当該都道

府県で協議して決めるものとする。

14)財 |』法人 [l本体育協会が必要によリ ー時返還を求めた場合は、これに応じなければならな

い ,

附則 本規程は昭和41年 4サ l l Fl制 定

‖召利145111サ 12211 ・4S改 li「

ll召 和148イ 117サ 11011 ・出
`改

ri「

ll召 不‖54イ115サ 1 9 Fl ・洲S改 1,「
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国民体育大会会長 卜回フ ィー授与規程



口貝技 役

富 山 県 高 岡 市 長

(財 )日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

(財 )日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 副 会 長

(財 )日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 副 会 長

(財 )日 本 バ ド ミ ン ト ン協 会 副 会 長

富 山 県 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長

2000年 とやま国体高岡市実行委員会事務局長

高 岡 市 体 育 協 会 会 長
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岡

清

菊

小

浅

富

原

川

金

安

新

松

松

柳

夫

一

朗

郎

治

鼻

義

寛

助

隆

之

雄

之

基

鉱

芳

一

寛

　

仁

　

潤

芳

昌

義

北

藤

藤

島

藤

川

田

田

澤

水

丸

市

今

伊

佐

川

加

中

沼

柴

松

清

石

古

生

雄

悟

男

文

夫

三

夫

弘

幸

雄

也

節

成

　

英

和

邦

俊

松

泰

久

幸

起

郷

辺

沢

村

原

山

間

田

谷

　

野

出

本

渡

小

岡

藤

中

本

澤

室

関

大

畠

利

泄

夫

夫

滋

夫

作

雄

一
寛

市

一

武

　

保

牧

　

健

俊

正

洋

　

晃

孝

本

高

田

日

本

葉

武

岡

上

井

野

木

岡

日

増

花

藤

千

佐

松

川

坂

上

高

男

一

庸

吉

保

久

郎

志

郎

雄

道

彦

壮

司

敏

正

司

忠

志

　

五

芳

　

　

立日
　

嘉

登

清

小

幸

忠

克

尚

健

真

芳

川

田

手

浦

藤

山

田

利

多

山

内

塚

田

竹

田

　

島

本

吉

森

玉

長

佐

丸

平

毛

内

村

長

手

岡

大

石

林

四

松

三

嗣

三

雄

臣

一

一

道

秋

武

平

彦

忍

晃

右

夫

輔

晴

純

勝

健

安

仁

正

信

昌

光

　

純

雄

　

　

庸

正

健

敏

崎

谷

岡

田

本

田

元

田

里

野

林

　

子

豆

田

　

城

城

良

　

　

　

　

　

十

岩

関

奈

杉

柿

権

秋

池

五

牧

小

星

金

伊

藤

林

結

新

男

郎

恒

治

夫

一

雄

二

藉

郎

一

房

男

淳

一

彬

薫

稔

子

三

　

　

次

和

義

　

敬

伸

清

二

昭

寿

萬

幸

隆

真

　

義

　

　

　

弘

知

　

藤

田

橋

場

　

木

島

木

岡

垣

山

藤

　

崎

成

藤

森

４
イ

愛

林

真

上

人

相

原

青

中

並

福

板

秋

後

北

岡

俊

近

金

平

朗

一
夫

治

市

宣

治

夫

一
誠

夫

博

忠

子

信

功

一

正

鶴

洋

喜

俊

三

忠

角

博

党

重

修

　

隆

　

　

田

安

　

孝

長

木

　

渡

藤

上

本

田

川

橋

田

中

藤

田

野

中

相

谷

本

田

々佐

森

石

加

村

橋

植

柳

高

吹

浜

齋

杉

上

田

成

西

松

新
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巳

了

将

徹

郎

明

博

春

之

晃

巌

雄

蔵

二

郎

勝

雄

平

也

夫

行

一
治

義

史

司

脩

一

直

大

勇

　

雄

秀

　

秀

信

　

　

達

圭

員

俊

正

三

隆

重

一

清

紀

寛

信

武

耐

平

田

　

本

田

山

辺

田

口

川

道

田

田

田

　

原

地

原

畠

井

本

野

本

島

本

　

西

金

藤

舘

山

竹

北

渡

藤

坂

小

谷

安

山

堀

林

笹

進

川

田

松

山

上

岡

田

村

嶋

中

人

広

子

樹

子

明

清

繁

二

弘

弘

輔

健

正

昭

之

彦

光

勲

和

則

雄

奥

子

進

均

義

正

義

和

正

憲

博

　

弘

俊

安

義

昭

　

利

和

勝

賀

広

　

正

勝

俊

秋

や

　

　

正

田

伊

詰

井

崎

子

丼

田

原

田

　

坂

井

作

村

川

木

山

山

倉

　

木

　

　

丸

坪

坪

匡
γ
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

曖
中

窪

磨

樋

大

尾

菓

立

伏

篠

横

南

大

奥

金

中

三

鈴

瀬

横

高

東

松

角

辻

五

大

大

雄

義

子

行

治

子

夫

士

樹

男

之

雄

樹

之

子

江

好

文

亨

彰

良

荘

博

夫

生

進

一

夫

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

七

昌

陽

泰

清

む

俊

武

茂

辰

勇

菱

茂

英

恭

ま

充

博

　

　

幸

仙

　

不

茂

　

誠

久

世

森

田

木

九

田

垣

谷

道

辺

都

保

谷

堰

田

田

上

井

中

井

口

　

田

木

合

田

島

井

北

金

柴

荒

四

上

稲

中

大

渡

清

本

澁

市

飯

稲

押

酒

川

永

樋

林

土

荒

矢

岡

鹿

荒

光

敏

二

彦

三

雄

郎

行

明

二

子

弘

蕃

文

一
雄

夫

夫

弘

茂

仁

男

肇

利

猛

一
博

郎■ヽ

昭

茂

利

義

周

久

一

繁

利

英

清

　

　

克

正

義

滋

朝

義

　

浩

和

　

昌

　

信

善

栄

灰

沼

森

崎

部

黒

村

林

川

井

内

本

原

崎

田

川

池

田

渕

野

内

田

田

村

口

田

林

平

石

山

杉

松

南

石

野

高

小

向

谷

豊

米

古

前

中

本

鞍

川

上

谷

京

中

北

谷

梅

高

竹

男

徳

稔

三

井遠

堺／

や
ヽ
　
．
．

ヽ
，
　

ミ

ン ト ン 協 会 専 務 理 事

ト ン 協 会 理 事 長

【委員長】

【副委員長】

【委

(財 )日 本 バ

富 山 県 バ ド

参

彦

武

勉

博

純

宏

作

三

智

美

子

一

勇

克

　

　

　

　

一

庄

伸

誠

朋

幸

昌

藤

林

田

泉

村

木

嶋

　

辺

合

村

田

山

工

竹

福

今

田

荒

川

谷

渡

川

中

浦

蟻

暁

夫

男

男

一

博

洋

司

勲

一

也

太

光

英

秀

光

圭

敏

　

浩

　

陽

俊

隆

秀

沢

橋

井

野

城

上

島

沢

田

崎

岡

竹

吉

神

高

油

牧

岩

二

谷

大

上

岡

笹

佐

本

司

雄

郎

治

次

昌

樹

郎

男

博

昭

三

雄

一
　

　

　

　

　

一

博

義

順

順

清

宏

英

隆

哲

　

良

隆

尭

藤

根

田

村

和

　

岡

若

田

沢

城

本

居

加

関

山

関

水

灘

吉

般

岡

長

荒

岩

安

彦

之

明

男

博

子

進

治

之

男

治

敏

郎

信

勝

昌

秋

昭

町

　

精

仙

三

耕

裕

三

原

木

野

村

合

家

坂

崎

川

浦

野

井

嶋

上

鈴

西

新

河

新

末

島

横

吉

蔵

松

中

郎

人

雄

鶴

進

功

男

博

信

夫

樹

明

雄

昭

武

由

美

栄

　

照

道

孝

稔

直

英

和

崎

藤

崎

村

　

嶋

林

村

木

川

通

形

井

岩

佐

寺

西

畑

人

宮

藤

高

中

源

山

浅

員
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弘

介

朗

二

孝

良

朗

信

郎

正

三

夫

文

生

文

人

郎

雄

正

雄

行

朗

男

則

清

則

治

桂

栄

進

調

六

嘉

昭

人

　

善

武

義

弥

嘉

守

建

哲

哲

敏

孝

呈

輝

康

福

義

利

井

上

　

若

井

木

野

川

條

尾

崎

井

澤

本

田

辺

崎

尾

埼

山

村

谷

岡

城

崎

能

呂

大

二

向

盤

筏

細

佐

笹

中

中

川

荒

石

宮

藤

渡

室

中

山

金

竹

鎌

谷

結

岡

得

西



人

治

男

義

繁

夫

是

粂

邦

忠

　

和

達

子

村

谷

田

下

山

田

三

炭

室

山

幸

敏

史

子保

秀
　
　
孝

志

吉

本

田

黒

篠 島   満

岡 本 清右衛門

本

杉

棚

石

吉

荒

山

豊

陸

高

氷

二

夫

男

久

子

生

修

美

浩

公

登

剛

肇

秋

見

井

本

本

田

木

見

勝

二

和

之

雄

志

峰

士
心

敬

与

孝

秀

博

勝

浪

野

　

崎

村

尾

畑

立

関

南

山

岡

福

田

夫

秀

一

史

和

行

則

宰

節

真

宏

浩

俊

外

忠

原

　

田

口

海

崎

野

吉

林

中

滝

西

宮

狩
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土 土

兄兄 技 役 員
(順 不 同・ 敬称 略 )

長

長

員

部

部

委

目

努

　

　

努

，

務

１

総

総

総

堺  三徳

牧野 光男

末坂  進

芳 田三輪子

松 田 純子

中野 夕紀

油井 秀男

京 田 和男

岩本  隆三

浅岡  武

宮林 照男

西村 美鶴

牧野 睦子

人嶋  功

砺波 康夫

吉倉 哲夫

大橋 秀一

灘  宏昌

谷  庄作

新村 秋男

上 田 邦男

牧野 光男

竹 田 昌代

新家 町子

麦谷 理香

岩城 圭一

松井 裕敏

山田順一郎

畑  栄進

藤 田 典知

矢島 正道

広瀬  勝

中田 庄二

水 口 錦次

本 山 秀昭

魚谷 誠二

吉岡 英樹

高崎 裕一

草  祥幸

二上

堂 口

荒木

山崎

敏博

諭

綾

敦子

光代

和子

和子

熊木 幸三

北原 鶴美

佐野美代子

福井  昭則

吉岡  忍

本原 由美子

競 技 役 員 長

競 技 副 役 員 長

競 技 委 員

総合成績計算委員長

総合成績計算委員

競 技 審 判 部

競 技 審 判 副 部

審   判

水和

神 田

清次

聡

関村 順治

沢  昭夫

倉科 儀男

吉田真理子

番留 幸雄

川原  昌彦

吉 田 直樹

中出 裕嗣

越 田 芳成

嵐  英一

吉川 応史

中嶋 三
白

， 福 島 英晴  岩 田 昭志

主

主

委

主

委

レ

行

行

録

録

トヤ

進

進

記

記

シ

任

員

任

員

任

員

任

員

任

員

任

員

任

員

任

員

長

長

員

荒木  純  石川  正  川原 篤志

滋野 博之

荒城  良昭  福光 秀行

浦 田 幸子

稲積 祐子

杉林美和子  越 田真佐美

佐伯 清明

委レ

主

委

主

委

主

委

主

委

主

委

卜

示

示

示

示

道

道

送

送

集

集

ヤシ

点

点

掲

掲

報

報

放

放

召

召

荒井 英男

三枝兵一郎

田所 里美

柳瀬  昭二

神代 和久

岩渕 公一

林  清和

宮腰   亨

山本  潤

人尾 嘉則

芦井

寺崎

佐竹

蔵野

藤 田

谷井

中村

高井

中嶋

平井

隆俊

圭一

隆太

耕治

洋一

透浩

謙作

俊昭

正男

雅之

野崎

中川

稲垣

官丸

寺井

平野

竹内

新 田

橋場

東野

真

雅之

慎二

隆司

宏之

政雄

松芳

公代

勝則

利幸
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弯島

河村

新村

平尾  寛美

米  典子  今泉 静子



審  主

審

山田 藤彦

沖原 光明

田村  博

坂部 勝心

山岸 義則

若林 政之

水 口  賢

山本 信也

楠木 鉄騎

舟  茂樹

廣明  保

佐伯 行彦

竹内 幸子

大島 順子

重光 香苗

岩村千代子

大友

山本

稔

秀和

釣石 敏男

川住 智秀

金 山  努

川嶋 一宏

清水 勝弘

黒川 延男

種 田  稔

片山 幸男

浅野 研一

伊藤多津子

平尾久美子

米沢 利子

朴木 洋子

中村

池田

弘康

光宏

城方 秀之

田中 佑卓

上坂 一弘

川崎 保広

山田 園美

中山 大介

橋場  尚美

吹 田 良一

田辺由美子

吉 田ひ とみ

末森 優子

扇谷 孝代

赤池  伸彦

平井 直樹

松嘉 勇輔

古畑  明

土月巴 克雄

宮元 美信

今井 治広

山下亜希子

坂本 光雄

別森 敬一

清水 恵子

新明まき子

西島 優子

芝山 和夫

嘉藤  勝

岩城 達也

島田 博司

石崎 宏克

水上 稔春

森井  仁

上島  進

見波 真剛

中村真由美

岡田 啓子

土合 睦子

森  俊夫  富久 聡浩

線

線

任

員
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高岡工芸高等学校

嶋

高 岡西高 等学校

富 山

高岡商業高等学校

山 谷

萩 原

相 良

高岡第一高等学校

松 田

上 田

厚 史

麦 谷

幸 恵

麦 谷

智 佳

麻衣子

未 来

高岡龍谷高等学校  中 田

長谷川 友 紀

小 林 由美子

富山商業高等学校  岩 城

菰 原  隆

桔 梗 美 香

水 口 亜 希

大 門 高 等 学 校  牧 野

石 黒 俊 樹

杉 原 祥 子

米 沢 友 梨

新 湊 高 等 学 校  石 田

荒 木 麻里子

三 枝 幸 代

吉 野 紫 保

競 技 補 助 員

弘 晴  吹 田 倫 明  中 嶋 栄 聡

美 佳  山 田 彩 香

(順不同・敬称略 )

邦 男

高 寺

正 二

寺 尾

理 香

田 島

池 田

菅 原

清 次

中 谷

庄 二

山 崎

由 華

智 美

美 希

前 田

中 出

高 田

志 穂

道 世

美 穂

酒 井 千佳江

吉 野 由 理

原 田 奈央子

柳 原 綾 乃

安 念 美 里

金 川 尚 美

・■
　
　
‐

ォ
　
也

水
　
卓 仁  森  雄 大  小 川 勝 弘  中 島 秀 人

朝 子  山 崎  茜  大 居 由 佳  飴 井 早 希

圭 砺 波

裕 太

美 穂

下 田

古 川

睦 子

明 野 元 春

大 塚 充 恵

川 日 明日香

郁 夫

島 田 沙 織

河 村 絵里子

富 永 千 穂

浦 上 和 己

中 田 敬 子

植 野 祐 子

中 野 沙 織

針 山  愛

康 夫

中 川

水 野

宏 亮

華 衣

宮 本  優

谷 口 由美子

中 林 亜沙美

河 村 明 子

相 山 紗季江

岩 田 久美子

藤 井

若 林

藍

千 尋

濱 谷

池 田

明 子

亜 子

大 浦 優 希

朴 木 智 子
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□

Fヨ 岡 市 実 施 本 部

競 技 会 係 員

本  部  長

副 本 部 長

大 会 総 括 部 長

総 務 班 長

班 員

競 技 式典 班 長

班 員

総 務 部 長

行 幸 啓 班 長

行幸啓連絡調整係長

行幸啓第 7係長

係 員

行幸啓第 8係長

係 員

駅 案 内 係 長

係 員

細呂木 六 良  北 山 秀 明

石 黒

菓 子

山 田

狩 野

河 村

木 村

高 田

木 下

田 畑

堀 田

佐 野

、́■+~7 ノ■‐

佐 山

大 田

室

1燻
::

澤

川

海

毛

頭

西

関

成

向

村

春

カロ

橋

平

藤

柴

4ヽ

澤

須

谷

谷

端

下

矛|」

川

渕

口

瀬

野

中

日

藤

本

田

田

田

栗

木

藤

久 雄

博 明

達 郎

忠 則

博 之

吉 成

敏 美

美 里

勝 峰

光 宏

光 正

賢

佳世子

明 子

泰 弘

耐 司

泰 典

義 明

孝 司

英津子

昌 明

一 郎

隆

優

桂 介

康 典

貞 夫

雅 俊

紳一郎

正 裕

辰 雄

善 子

仁 美

政 仁

節 雄

福 島

谷 内

嵩 尾

豊

正 雄

千 秋

信

夫

絵

雅

幸

理

上

本

岩

西

島

治

則

徳

里

健

友

文

美

本

村

村

内

杉

大

木

堀

角 田 由香子

大 野 順 子

一 宮 聡 子

松 島 陽一郎

米  正 隆

敦 賀 茂 樹

石 瀬 潔 志

酒 井 洋 江

順 子

弘 美

阿 実 正 夫

北  隆 彦

竹 村 代志夫

表 野 勝 之

石 崎 照 巳

中 野 由美子

安 東 浩 志

横 越 建 之

蒲 田 政 裕

笹 島 久 市

武 内 真喜子

宗 玄 亜 紀

田

　
ロ

高

山

笹 島

村 上

永 吉

真 弓

鍋 山

野 崎

優 子

千 津

山 本 順 子

池 守 凡 子

橘

本 多

山 崎

藤 田

小 林

征 夫

美 陽

健 二

土 合

高 木

北 野

小 嵐

大 谷

善 文

邦 昭

弘 信

正 吾

陸 夫

林

畑

大 瀧

藤 井

久 郷

宣 孝

勇 一

雄 治

久 雄

聡

守

彦

治

典

規

正

光

宗

嘉

島

橋

森

田

田

豊

大

藤

山

島

――

”

　

一　

一

■
↑
　

一

一

也

裕

長

長

員

班

係

係

伴

伴

接

接

永 原

堀 田

関 日

大 蔵

広 羽

順 子

泰 博

哲 雄

一 朗

昌 子

本 田

鶴 谷

新 保

邦 博

俊 幸

貴 之

富 山 尚 樹

越 前 弘 子

大 森 悦 子

崎  安 宏

井 山 真佐子

三 松 孝 史

逸 見  護

山 内 文 成

梅 崎 幸 弘

荒 木 かなえ

職 員 班 長
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職 員 係 長

車 両 班 長

車 両 係 長

広 報 記 録 班 長

広 報 記 録 係 長

係 員

井

　

田

野

田

田

新

関

前

高

池

福

雅 夫

勝

良 一

昭 憲

正 志

文 夫  谷   隆 志  橘 美 和 子

宿 泊 輸 送 部 長

宿 泊 弁 当班 長

宿 泊 弁 当係 長

係 員

渡 辺

中 山

鶴

山 田

福 井

村 中

宮 島

山 崎

工

二 日

山 本

中 条

明

平 田

上 滝

深 松

堀 田

小 神

本 林

山 口

山 田

沢崎

大 西

平 野

堀 田

上 野

中 嶋

大 坪

戸 田

早 苗

松 井

竹 内

荒 井

吉 野

林

博

英 樹

祐 一

勝 俊

昭 雄

智 子

謙 治

弘 之

粂 良

勇 平

茂

昌 之

義 和

達 也

順 正

'院 郎

成 則

哲 夫

弘 吉

信 雄

亮 一

千恵子

明 雄

訓 子

昭 子

伊紀子

春 美

文 雄

佳世子

奈緒子

由美子

松 田

松 井

林

中 田

均

和 夫

昌 男

真 弓

島  光 男

山 本 幸 子

中 井 奈津子

亀 谷 美紀子

高 野 美紀子

石 黒 伸 英

積
　
　
田

野

楠

武

云 ==力 _
ヨシ子

篤 美

長

員

係

係

占ロ民

長

長

員

班

係

係

送

送

輸

輸

増 川

本 田

濱 井

南 部

進

幸 作

俊 光

康 二

高 木

山 口

北 林

堀

正 利

益 弘

澄 子

英 人

表 野

関 野

村 本

六 土

伸

正 弘

民 則

裕 美

高 北 俊 晴

前 田 外志治

佐 武 千賀子

前 馬 裕 一

崎

島

田

田

山

福

池

金

大 巻

山 崎

山 本

松本

飴 谷

井 波

畔 川

後 藤

中 平

吉 田

竹 島

能 登

細 川

朴 木

福 村

杉 原

大 達

宏 治

一 志

友 子

忠 義

敏 彦

康 子

久 江

富美子

美由紀

紀 子

理 香

真 澄

康 博

昌 義

禅 野

武 部

宮 井

古 瀬

柿 原

鍋 本

正 橋

高 北

麦 谷

今 井

畑

沖 野

石 崎

佐 野

城 光

′」ヽ り||

永 井

松 原

東 海

石 田

賢志郎

正 樹

美 子

一
郎

祥 子

晴 男

正 子

育 子

昌 弘

勝 彦

道 宏

辰 也

泰 子

佳世子

秀 美

京 子

正 之

志 穂

嘉 広

中  申
.し  ` フア

浅 島

竹 下

今 井

武 内

西 村

長 岡

西 川

窪 田

高 畑

金 森

中 尾

関 谷

武 田

大 江

宇 波

島 崎

駒 井

中 原

金 森

井 山

裕

直 之

博 子

一 夫

裕 志

裕

四日谷

東 原

勝 山

柳 瀬

ノ」ヽ りII

堀

柴 田

金 森

要 堺

狩 野

篠 原

晃

広

忠 紀

経 夫

昭 一

ネLう生

範 子

郁 子

工 基

有 経

孝

芳 美

隆

美

二

子

子

子

夫

一
好
真
嬢
順
詢
一靖

真

子

之

元
　
　
ヵ

泰

σ

陽 子

孝 義

弘 昌

晃 緒

宏一郎

隆 吉

菜穂子

育 代

多紀子

千 子

万 美

修 治

直 人

美

行

子

子

臣

良

芳

裕

桂

総

川

谷

原

蔵

原

今

筆

松

大

関

高 柳 知 子

土 居 安津子

作 道 美 香

名 畑 忠 治
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長

長

長

員

長

長

員

長

長

蜘

班

係

係

班

係

係

班

係

睛
務
務
　
防
防
　
信
麟

消

総

総

　

予

予

　

通

通

′jヽ り||

高 林

円 池

丸 本

林

中 島

有 澤

小 林

橘

吉 田

原 田

棚 田

篠 田

今 川

松 田

成 瀬

利 昭

善 博

信 行

茂 晴

信

敏 夫

智 文

紀 孝

忠 悦

彰

正 明

利 明

修

一 男

宰

悟 正

寺 ロ

坂 井

克 己

理

作 道  篤  澤 崎  茂  牧 真  上 子 北 斗

長

長

員

長

係Ｌ
■

，
Ｐ
　
”
ｕ

班

係

係

書

警

本

防

防
　
　
地

警

警
　
　
現

塩 崎 輝 彦  島  光 雄

宮 下

山 本

光 雄  浦 島 忠 昭  川 原  司  河 上  誠

睦 男

岡 田 邦 夫  鶴 澤 武 志

本 間 猪一郎

萩 原  清

富 山 与志雄

山 本

竹 林

良 雄  坪 田 餃 三  伊 東 博 昭

彰

施 設 管理 係 長

係 員

高 林 繁 行

藤 田 晴 久

矢 地 徳 吉

守 護 実千代

野 村 ル ミ

大 坪 正 英

宮 島 守 臣

小 泉 和 浩

三 島  修

立 浪 成 則

田 中 正 則

平 坂 敏 一

江 嵐 隆 之

頭 川 昌 明

大 橋 正 彦

林  宣 孝

牧 野 行 志

掛川原  豊

久 郷  聡

寺 口 昌 代

柴 田 文 夫

辻  洋 子  菅 原  泉

高 木

畑

邦 昭

勇 一

治

治

光

雄

森

瀧

藤

大

北 野 弘 信  土 合 善 文

向 野 桂 介

高 橋 永 直  杉 本  隆  篠 原 紀 彦  島 田 嘉 規
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競 技 会 場 部 長

総 務 班 長

総 務 係 長

係 員

受 付 案 内係 長

係 員

休憩所美化係長

係 員

駐車場交通係長

係 員

競 技 式典 班 長

競 技 係 長

係 員

式 典 係 長

係 員
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土
ロ
ル

土
ロ
ル

(順不同・敬称略)

式 典 補 助 員

高 岡西高 等学校

富 山 幸 恵

高岡商業高等学校

山 谷 智 佳

萩 原 麻衣子

相 良 未 来

高岡龍谷高等学校

長谷川 友 紀

小 林 由美子

富山商業高等学校

宮 本  優

谷 口 由美子

大 門 高 等 学 校

中 林 亜沙美

河 村 明 子

新 湊 高 等 学 校

荒 木 麻里子

三 枝 幸 代

吉 野 紫 保

寺 尾 美 佳  山 田 彩 香

田 島

池 田

菅 原

由 華

智 美

美 希

酒 井

吉 野

原 田

千佳江

由 理

奈央子

前 田

中 出

高 田

志 穂

道 世

美 穂

柳 原 綾 乃

安 念 美 里

金 川 尚 美

山 崎 朝 子  山 崎   茜  大 居 由 佳  飴 井 早 希

相 山 紗季江

岩 田 久美子

藤 井  藍

若 林 千 尋

島 田 沙 織

河 村 絵里子

富 永 千 穂

桔 梗 美 香

水 口 亜 希

杉 原 祥 子

米 沢 友 梨

中 野 沙 織

針 山  愛

吉 川

池 田

宮 本

寺 山

橋 本

佐 尾

祐 香

ちひろ

利 架

佳 奈

優 子

亜夕美

岩 間  薫

井 口 歩 美

内 多 真理絵

北 川 絵 理

大 塚 充 恵

川 日 明日香

中 田 敬 子

植 野 祐 子

大 浦 優 希

朴 木 智 子

青 木 佑香里

加須江  瞳

岡 野 茉莉花

吉 田 優 子

下 條 恵 理

松 田 紀 子

杉 本

茅 野

石 黒

岩 野

有 衣

千 尋

吏 恵

有 里

古 川 美 穂  水 野 華 衣

吹 奏 音 楽 隊

志 貴 野 中 学 校

(指 揮 者 )

(引 率 者 )

真 木

城 光

大 場

山 本

林

富 沢

高 陵 中 学 校

(引 率 者 )

吉 田

高 畑

吉 田

室 谷

藪 波

山 森

寿 美

寛 奈

恵 美

理 恵

恵理子

沙 恵

沢 田

悠 里

緑

知 世

美乃里

多佳志

早 苗

北 野

中 村

西 井

亀 田

江 田

岡 野

良 子

山 口

山 本

四津谷

本 間

濱 谷

池 田

明 子

亜 子

加 藤

能 登

馬 場

丸 山

石 井

本 橋

千 晴

要吏子

美由紀

尚 美

智 子

怜

早 川 奈津子

山 崎  薫

布  明 代

太 田 照 久

里 沙

′―  =V=
1- ,C

郁 恵

直 子

麻 美

久 美

尚 恵

尚 子

梓

涼 子
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山 崎

室 谷

福 尾

大 蔵

合  唱  隊

志 貴 野 中 学 校

(引 率 者 )

菊

中 嶋

江 渕

谷 内

北 林

加 藤

中 村

高 橋

清 水

宮 崎

藤 井

石 田

尾 竹

向 井

佐 野

松 尾

東

坪 内

岩 瀬

横 山

島  恵 美

山 谷 恵理香

伊 東  唯

村 本 知歌子

木 本 絵梨子

中 山 恵利華

可 菜

智 子

朋 恵

紘 子

吉 田

上 野

江 尻

永

保

恵

里

士
心　
百

藤 井 祐 子

安 田 伊希子

山 崎 絵 梨

本 保

亮 輔

泰 子

泰 宏

俊 也

史 行

伊希子

聡

慶 子

翔 太

直 樹

智 子

樹 生

紋 香

克 成

由 貴

美 菜

瑶 佳

麻 希

勝 紀

元 信

金 本

江 寄

杉 本

山 谷

今 城

浦

関 村

本 野

西 野

丹 保

二 谷

空

高 瀬

酒 井

二 塚

吉 田

田 中

大 田

屋 鋪

山 口

あかり

倫 史

慎 也

純 史

智 美

正 憲

有 莉

はるか

晃

伊津子

崇 大

みのり

恭 兵

ゆかり

なみ子

渉

香 里

雅 之

優 太

真有美

由喜美  社 浦

北 林 右 次

野 村 智 子

北 野 吉 敬

能 作 公 一

吉 田 怜 恩

北 村 直 子

山 口  昴

田母神  愛

城 光 与志忠

菊 知 祐 子

牧 野 すみれ

川 渕 麻菜美

上 田  翔

森  勇 介

城 口 瑛莉奈

東 野 公 則

家 田 裕 子

野 口 沙 織

栗 山 洋 平

黒 木 恵 子

淳 子  永 井

能 登 宣 行

間 片  瞳

佐々木  学

源  政 樹

米 澤  康

仲  絵里香

阿 部 朋 子

出 口 絵 理

背  敦 雄

杉 本 奈 生

本 林  舞

大 崎  葵

折 田 誠 吾

上 野 奈々子

城 森 さやか

高 畑 裕 介

大 田 千 裕

開  有 花

炭 山 真沙也

中 道 摩 耶

誠

吉 岡 宏太郎

東 野 竜 也

柴 田 雅 之

向 柴 暢 人

畔 川 千 晶

村 井 真 琴

柏 崎  恵

濱 野 美 幸

長 柄 直 樹

炭 岡 里 央

山 元  隼

松 金 千 紘

五郎丸  篤

西 田 かお り

辻  香 織

中 田  喬

定 塚 亜優美

四 方 寛 子

寺 嶋 侑 己

松 永 智 里

式典アナウンサー

島

式典アシスタン ト  (協 力

三 辺 咲 子

(有 限 会 社 ジ ップ )

明 子

三協アル ミニ ウムエ業株式会社 )

五 社 宏 子  能 登 美 幸 鎌 倉 智恵子

(社 団法人

水 上 宣 雄  林

高岡市 シルバー人材セ ンター )

哲 夫  守 護  勝  山 本 英 佳

賞 状 筆 耕 者
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土 土 ノゝ

技 協 力 員兄兄 7ミ

総 務 部 接 伴 班

駅 案 内 係

競 技会場部総務班

受付案内・弁当係

休 憩 所 ・ 美 化 係

杉 谷

西 部

松 山

小 杉

関

廣 友

和 子

潤 子

京 子

都 子

梶  義 己

太田 千奈美

河 崎 一 平

松 岡 節 子

笠 井 佐久子

中 村 すみ子

堀 田 信 子

車  昌 宏

岡 島 哲 郎

竹 中 玲 子

川 崎 文 子

福 光 雅 子

深 川 賢 章

桜井 志津子

(順不同・敬称略)

柳 瀬 和 美

小 林 和 美

一ノ瀬 長和

黒部 外志子

工畑一　
士
ロ

昌

末

藤

垣

加

板

永 森 瑞 恵  広 田 国 子  中 田 百合子

前 田 小夜子

数 田

冨 田

池 田

古 瀬

関

村 井

清 水

鹿 嶋

千里子

和 子

三枝子

俊 夫

茂 子

和 江

i首 良F

秀 人

郷 倉

金 森

山 本

平 田

小 松

永 原

百合子

欣 子

龍 枝

涼 子

夕起美

道 代

嶋 原

竹 内

神 初

竹 平

加 藤

三 好

義 正

幸 子

弥 生

暁 子

昌 造

葉 子

岡 田 由利子

米 道 康 子

佐 武 文 子

石 橋 弘 行

伏間江 悦 子

津 幡 敬 子

扇 子 富美子

樋 口 真理子

平 田 一 鷲

中 川 信 子

角  久 子

医 師 (協 力団体 社団法人高岡市 医師会 )

(救 護 所 ) 博 道  今 村 博 明 栗 原 真紀子

尚

喜代美

舘

和 田

一 矩

直 樹

窪 田

金 田

民泊「ガンバッ亭」協力会

平米校下民泊

二上地区民泊

能町校下民泊

伏木校下民泊

大田校下民泊

「ガンバ ッ亭」

「ガンバッ亭」

「ガンバッ亭」

「ガンバッ亭」

「ガンバッ亭」

協力会

協力会

協力会

協力会

協力会

定塚校下民泊

守山地区民泊

牧野校下民泊

古府校下民泊

「ガンバ

「ガンバ

「ガンバ

「ガンバ

協力会、

協力会、

協力会、

協力会、

ッ亭」

ッ亭」

ッ事」

ッ亭」

なお、大会ボランティアは、高岡市連合婦人会、高岡商工会議所青年部、国際ソロプチミス ト高

岡、輪の会、和光会、わをん本舗、ぼくの会、高岡南部地域活性化推進協議会の協力を得ています。
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大会ポランティア

看  護  士 (協 力団体  社 団法 人富 山 県看 護協 会高 岡地 区支部 )

(救 護 所 )  福 本 節 子  作 田 治 代  澤 田 久美子  浦



式 典 日 程 及 び 次 第

平成 12年 10月 15日 (日 ) 午前 8時 00分

高岡市民体育館

1 開始式

(1) 日 時

(2)場 所

(3)式次第

No 次 第 時  刻 要 領 備    考

集

△

整

夕」

選手・監督集合

役員入場

選手・監督整列完了

開式予告

7

7

7

7

30

:50

55

55

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

開式通告

選手団入場

競技会開始宣言

国旗儀礼

大会旗・協会旗・県旗・

市旗儀礼

大会会長 トロフィー返還

競技会会長あいさつ

歓迎のことば

表彰

閉式通告

選手団退場

8:00

8:01

8:16

8:17

8:18

8:19

8:21

8:24

8:30

8:35

8:36

競技会会長

競技会委員長

競技会会長

競技会会長

2000と やま国体高岡市実行委員会会長

富山県バ ドミン トン協会名誉会長

(財)日 本バ ドミン トン協会会長

フ ァ ン フ ァー レ

行進曲、合唱

ファンファー レ

「国 歌」

「若い力」

得賞歌

フ ァ ン フ ァー レ

行進曲、合唱
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2 表彰式

(1)日 時

(2)場 所

(3)式次第

平成 12年 10月 18日 (水) 午後 2時 00分 (予定)

高岡市民体育館

No 次 第 時   刻 要 領 備   考

集

△
ロ

整

列

選手・監督集合

役員入場

選手・監督整列完了

開式予告

13:40

13:50

13:55

13:55

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

開式通告

選手団入場

成績発表

表彰

競技会会長あいさつ

歓送のことば

国旗儀礼

大会旗・協会旗・県旗・

市旗儀礼

競技会終了宣言

閉式通告

選手団退場

14:00

14:01

14:10

14:12

14:30

14:33

14:36

14:37

14:38

14:39

14:40

競技会会長

総合成績計算委員長

競技会会長

競技会会長

2000と やま国体高岡市実行委員会会長

競技会委員長

フ ァ ン フ ァー レ

行進曲

得賞歌

「国 歌」

「若い力」

フ ァ ン フ ァー レ

行進 曲
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2000年とやま国体イメージソング

あいの風吹く
作詞 :片岡

作曲 :池辺

歌  :白鳥

輝 (ひ かる)

晋―郎

英美子

あい 会い あい 愛 あい I(あ い)

あいの風

あいの風

さわやかに吹 き渡る

波がおどり緑がそよぎ

愛が芽生えて  ,
友よ 白銀 (し ろがね)の峰 を目指そう

遥か遥か遥か

虹の彼方へ

あい 会い あい 愛 あい I(あ い)

あいの風

あいの風

にぎやかに吹 き集う

技を競い笑顔を交わし

夢を掴 (つ か)ん で

友よ 歓びの歌を唱おう

高く高く高く

宙 (そ ら)の彼方へ

あい 会い あい 愛 あい 1(あ い)

あいの風

あいの風

とこしえに吹 き来れ

ひとが生まれ大地が実 り

まちが栄 えて

友よ 幸せの種を1等 (ま )こ う

広 く広 く広 く

山の彼方へ

みri)がそょぎ
ぇがおをか|ヽ し
ていちがみの|

あいが め
ゆめを つ
まちが |

て

て

て

え

ん

え

ば

か

か

．
Ａ B

((ヽィ
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)

あ  : ち

G, E, A,

あ  = あ い

, あ 1

C

あ い の  か =

C, G,

D
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うた を う ′: お う
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G,

0
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ナ| ら  い

D OL口 )

D
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あ
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カ
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GD

あ t

あいの か

あい 会い あい 愛 あい I(あ い)

あいの風
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高 岡 市 民 の 歌

作詞

作曲

だ
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月
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ち  か
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り

あ
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る
二
上
背
と
し
て

越
路
の
文
化
咲
く
と
こ
ろ

大
高
岡
の
わ
れ
ら
今

（わ
れ
ら
今
）

希
望
め
ざ
し
て
す
す
む
の
だ

二
　
港
伏
木
を
腕
と
し
て

伸
び
る
商
工
溌
刺
と

大
高
岡
の
わ
れ
ら
今

（わ
れ
ら
今
）

理
想
の
郷
土
き
ず
く
の
だ

三
　
古
城
の
桜
胸
に
し
て

新
興
の
意
気
高
ら
か
に

大
高
岡
の
わ
れ
ら
今

（わ
れ
ら
今
）

愛
市

の
誓
い
固
め
よ
う

一一一
ロロ一
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◎ 都道府県プラカー ド●行進誘導員
☆ 式典アシスタン ト
★ 式典アナウンサー

←――― 入場進路
‐ … … 退場進路

●

市体 協

↓↓

●

石

川

県

０

播

丼

彙
０

■
一知

二
重

崚
拿

岩

手

山

″
●長 埼

玉
県
０

千
葉
県
０

宮
“
県
０

秋
田
彙
０

青

● ●

●

〆 /
］〕/

ヽ

ロ
/

/

被表彰者席 競技会,員 t曖長田

☆

0
。

★

残 城
=

WC

⊆コ●フCコ
褻ョaョ瞑ヮ

CコCこにつ
辱コCコCコ

/

WC

ホール

音 楽 隊 席

WC

WC

事業団事 務所

―

●

―

▼

さ

長
崎
県

兼

具

県

０

宮

崎

県

０

慶
児
島

県
◎

沖

縄

県

ｏ

彙
菫
奎
名
プ
ラ
カ
ー
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熊
本
■
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大
分
県
◎

高

知

県

０

福

岡

県

０
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賀

来
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■
川
県

０

徳
島
県
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鳥
取
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〓
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岡
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広
島
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山

口
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県
Ｑ

京
都
府
◎

大
阪
府
◎

兵
庫
県
◎
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表彰式入退場行進順路図

◎ 総合・種別プラカー ド

☆ 式典アシスタント

☆ 式典アナウンサー 整 列 位 置

少
年
女
子

少
年

，
子

咸
年
■
子

咸
年
男
子

女
子
”
合

男
女
綸
合

■
ユ
全
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■5L
昇兄 技  日 程

審判会議   平成 12年 10月 14日 (土)  17時 00分 ホテルニューオータニ高岡

監督会議   平成 12年 10月 14日 (土)  17時 30分 ホテルニューオータニ高岡

開 始 式   平成 12年 10月 15日 (日 ) 8時 00分 高 岡 市 民 体 育 館

月 日

ノゝ

場

10月 15日 (日 ) 10月 18日 (水 )

雇署

師可

司守

炉甦

クト

扉事

食自

成年男子 (ヽ4)

1回戦 (8試合 )

9:30～

少年男子 (B)

1回戦 (8試合 )

9:Oo～

少年男子 (B)

準々決勝 (4試合 )

9:00～

成年男子 (ヽ4)

成年女子 (■.)

少年男子 (:B)

少年女子 (G)

3位決定戦

9:30～

成年男子 (ヽ4) 成年女子 (L)

1回戦 (8試合 )

10:30～
準々決勝 (4試合 )

9:00～

少年女子 (G) 少年女子 (G)

2回戦 (8試合 )

12:00～

成年男子 (ヽ4)

準々決勝 (4試合 )

11:00～

少年女子 (G)

1回戦 (7試合 )

14:00～

少年女子 (G)

2回戦 (8試合 )

13:30～

少年女子 (G)

準々決勝 (4試合 )

11:00～

成年男子 (ヽ4) 成年男子 (ヽ4)

3回戦 (8試合)

15:00～

成年男子 (ヽ4)

成年女子 (L)

少年男子 (:B)

少年女子 (G)

決 勝 戦

11:30～

成年男子 (ヽ4)

2回戦 (8試合 )

17:00～

少年女子 (G)

3回戦 (8試合 )

16:30～

成年女子 (■ )́

準決勝 (2試合 )

13:oo～

成年男子 (ヽ江 )

準決勝 (2試合 )

15:00～

少年女子 (G)

準決勝 (2試合 )

15:00～

表 彰 式   平成 12年 10月 18日 (水)  14時 00分 高 岡 市 民 体 育 館

-26-

10月 16日 (月 ) 10月 17日 (火 )

成年女子 (I´ )

1回戦 (7試合 )

11:00～

1回戦 (8試合 )

12:30～

少年男子 (:BI)

準決勝 (2試合)

13:00～
2回戦 (8試合)

15:30～



タイムテーブル

は3位決定戦

７
‥

０
０

コート番号
つ
０

′
４

民

Ｊ
つ
乙

開始時間
月  日

開  始  式8 :00

M5 M6 M7M2 M4Ml9 :30

M15M13 M14M10 Mll M12M911 :00

′  ` ウ
υ ′

′  `0
υ 0G4 ′`  

「υ  υ G6′  ヽn
Jヽ ι

′`  う
ァヽ 0′`  ■

υ  ■12:30

rヽ 1員
,ヽ■ JG13 G14Gll G12G9 G1014 :00

M22 M23M20 M21M18 M19M17

4ヽ31M29 M30M27 M28M24 M25 M2617:00

第1日 目

10月 15日 (日 )

B6 B7 B8B4 B5B2 B3Bl9 :00

L8L5 L6 L7了  う

L′ 0 L4Ll T  ●
■′ 乙10: 30

G20 G21 G22G18 G19G16 G1712 :00

G30 G31G28 G29rヽ っ 民
υ 4υ G26 G27G2413 : 30

M38 M39M36M34�13215 :00

G38 G39G36 G37G34 ′`つ 民
ヽア、,JG32 ′` 0つ

し 0016:30

第2日 目

10月 16日 (月 )

Lll L12L9 L10Bll B12B9 B109 :00

G43G40 G41M43M41 �1424ヽ4011 :00

L14B14L13B1313:00

G45�145G44M14415 :00

第3日 目

10月 17日 (火 )

�147L16G47B169 :30

G46B15M46L1511 :30

表  彰  式14 :00

第4日 目

10月 18日 (水 )

は決勝戦

-27-

※Mは成年男子、Lは成年女子、Bは少年男子、Gは少年女子

6

M3 M8

15:30 M16

′ 0`う
ゝァ乙0

M33 M35 M37

G42



バ ドミントン競技組合せ表

【成 年 男 子 (M)】

15日 16日 17日 18日 17日 16日 15日

都道府県名

1回戦 2回戦 3回戦
準々

決勝
準決勝 決勝 準決勝 3回戦 2回戦 1回戦

都道府県名

1姜

■宇

「
つ

栃

青

岡

福

丘

島

佐

愛

埼

4_
ノヽ

山

秋

茨

愛

長

福

石

官

和

東

本 1

知 2

木 3

森 4

山 5

井 6

庫 7

根 8

賀 9

知 10

玉 11

阪 12

口 13

田 14

ヵ☆1 15

媛 16

崎 17

島 18

川 19

崎 20

重 21

歌 山 22

京 23

16
15:30

‐‐‐‐‐‐‐‐
一ｍＷ・‐‐‐‐‐‐

24
17100

8

9:30

24 オ中

25 広

26山

27香

28新

29福

30宮

31静

32鹿

33千

34奈

35 」ヒ

36滋

37徳、

38群

39長

40大

41岐

42京

43 1をヨ

44 山

45 ,中

46 ′鳥.

47 富

奈 川

島

形

川

潟

岡

城

岡

児 島

葉

良

海 道

賀

島

馬

野

分

阜

都

手

梨

縄

取

山

1

9130 ３

Ⅸ

■

０

17
15:30

25
17:00

9
11:00

４
●
＾
υ

＾
υ

42
11 ＾

Ｕ

2

18
15:30

9:30
17:00

10
11:00３

Ⅸ 37
●
Ｊ 15:00

9:30 11

11:00
19

15:30
1

ｎ

）
27
17:0044

15:00
45
15:00

4

20
15:30

9:30
17:00

３

Ⅸ

12
11:00

Ⅲ̈▼
‐‐‐‐‐‐

″Ｄ

9:30 13
11:00

21
15:30

ｎ

）

０

）

７
，

41
ｎ
Ｕ 0

ｎ

）

０

）

6

２

■ 30
17:00

9:30
＾
Ｖ

‐４
Ｈ３

∝ う
０

∞
‥
‐
―
―

9:30 3位決定戦 15
11:00

,「
~~~~■

i

l1 47 11

119:3011

23
15:30

ｎ

）
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バ ドミントン競技組合せ表

【少 年 女 子 (C)】

15日 16日 17日 18日 17日 16日 15日

都道府県名

1回戦 2回戦 3回戦
準々

決勝
準決勝 準決勝 3回戦決勝

準々

決勝
2回戦 1回戦

都道府県名

福

石

東

徳

滋

長

をFゴ

Tロ

バ■
2ス:

群

福

岡

大

″―
7E

島

茨

青

北 海

愛

丘

大

千

石

岡 1

手 2

京 3

島 4

賀 5

崎 6

井 7

知 8

馬 9

島 10

山 11

阪 12

重 13

賀 14

ホ艮 15

城 16

森 17

道 18

媛 19

庫 20

分 21

葉 22

川 23

24 1

13:30
8
12130

24埼

25 ′鳥

26 i和

27 長

28 鹿

291岐

30 ネ申

31 京

32 官

33 ,中

34 山

35 :香

36 富

37静

38高

39 宮

40山

41山

玉

取

歌 山

野

児 島

阜

奈 川

都

城

縄

口

川

山

岡

知

崎

梨

形

_ 島

1

ｎ
）

ｎ
〉

12:30 32
16:30

16:30

17 51

9
14:00

ｎ
〉

，
一 13:30

42
ｎ

）

０

）
11:00

26 1

13:302
12:30

〈
Ｕ

33
16:30

10
14:00

7

3
12:30

16:30

19 46
27 1

13:30

11

14:00
12:00 う

０

44
15:00

45
15:00

ｎ

）

，

一

4
12:30

ｎ
）

ｎ
）

34
16:30

12
14:00

5
12:30

38
16:30

２‐

∞

‐

１

２

１

13
14:00

29
1

41
ｎ
）

ｎ
）

43

２２

００

１
１
２
‐

11:00
42

6
12:30 4

14:00

43 秋

35
16:30 39

16:30

、44栃

45｀奈
~

木

7
12:30

２３

００

3位決定戦 15
14:00

良
　
潟
　
本

[ [  '

|「7可

|19:3011

46新

47 11姜

311
13:30
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バ ドミントン競技組合せ表

【成 年 女 子 (L)】

【少 年 男 子 (B)】

16日 17日 17日 16日
都道府県名

1回戦 準々決勝 準決勝 決 勝 準決勝 準々決勝 1回戦

都道府県名

10:30 1 510:30
東

石

10:302 610:30

香

福
101303 710:30

＾
０

　

′̈

城

島

10:30 4 810:30
本 8

9:00

3位

大  阪 1 山

　

知

根

宮

広

　

熊

庫

島

　

城

9富

16茨

11

9:00

13

13:00
14
13:00

川

岡

決定戦
10

9:00
12

9,00

10愛

11島

北 海 道 4

新  潟 5

14兵

15福

都道府県名

17日 17日 16日

都道府県名
1回戦 準々決勝 準決勝 決 勝 準決勝 準々決勝 1回戦

東

福

宮

只

岡

城

1 9香  川
|

9:00 1 5 9:00
2

3

9

9:00 15
11:30

11

9:00

10静
11島

岡

根

山

森

木

井

本

9100 2 6 9:00
大  阪

北 海 道

4

5

6

7

13
13:00

戦|

14
13:00

12富
13青

9:00 3 79
岡

石

滋

山 10
9:00

3位決定
14栃
15福

12

川 100

9100 4
16

9:30

8910o
賀 8 16月ヨ

-30-

18日

京 2

川 3 15
11:30

_⊥_

1

「

~~~~~¬

1  16  1
' 9:30 '

16日 18日



練 習 会 場 使 用 上 の 注 意

1 練 習会場

2 10月 12・ 13日 の使用について

各チームの練習会場は、地区別に指定 してあ ります。

練習時間は原則 として 1時間 とし、チームに 1コ ー トとします。

ただ し、空きコー ト待ちのチームがない時は、引き続 き使用することができます。

3 10月 15日 ～ 18日 の使用について

(1)試合前練習について

各チームの練習時間は、 「練習会場使用 日程表」によります。

(2)自 由練習について

各チームの練習会場の指定はあ りません。

練習時間は、 「練習会場使用 日程表」によります。チームに 1コ ー トとします。

ただ し、空きコー ト待ちのチームがない時は、引き続 き使用することができます。

〈諸注意〉

(1)使用前には必ず受付を行い、係員の指示に従って ください。

(2)受付の際に、 「練習会場使用受付簿」に記入 してくだ さい。

(3)電話によるコー トの空き状況の確認はできますが、使用の予約はできません。

(4)試合前練習会場のコー トが空いていても自由練習には使用できません。

(5)会場内は、土足厳禁です。

(6)各会場 とも会場閉鎖時刻 30分前に練習チームがない時は、会場を閉鎖 します。

△
場 名 10月 12・ 13日 のプロック別練習 コー ト数

第 1練習会場 県立高岡工芸高等学校第 1体育館 北海道 。東北 。東海 6

第 2練習会場 県立高岡工芸高等学校第 2体 育館 近 畿 。中国 6

第 3練習会場 県立高岡高等学校第 2体育館 四国・ 九州 6

第 4練習会場 市立高陵中学校体育館 関東・ 北信越 8

-31-



練習会場使用日程表  (Mは成年男子 Lは成年女子 Bは少年男子 Gは少年女子 数字は試合番号)

―

一ｒｌ
Ｎ
Ｉ
‐

月 ||

時  間

第 1練 習 会 場
高 岡 工 芸 高 校 第 1体 育 館

第 2練 習 会 場
高 岡 工 芸 高 校 第 2体 育 館

第 3練 習 会 場
高 岡 高 校 第 2体 育 館 局

第 4練 習 会 場
陵 中 学 体 育 館

1,―ト 2コート 3コ ート4コート 5コート6,― ト 1コート 2コート 3コート4,― ト 5コート 6コート 1コート 2コート3コート 4コート 5コート 6コ ート 1コート2コート3コート4コ ート 5コート6コート 7コ ート8コート

10月 1211(本 ) 13:00～ 17:00 ノロック別練習 (北海道 。東北・東海 ) プロック別練習 (近畿・中国) プロック別練習 (四 国 。九州 ) プロック別練習 (関東・北信越 )

10月 13日 (金 ) 9:00～ 17:00 ノロック別練習 (北海道 。東北・東海 ) プロック別練習 (近畿・中国) プロック別練習 (四 国 。九州) プロック別練習 (関東・北信越 )

10月 14日 (■ ) 総合開会式 閉 館 閉 館 1川 館 閉 鮮

`

10月 1511(H) 開 始 式 閉 鎖 1用 鎖 |ツ l 銀 げ1 館

9:00ヽ 10:00 M9 M9
～
41 0 Ml() Mll Mll 4ヽ1 2 1ヽ1 2 M13 M13 M14 4ヽ14

～
415 M1 5 自 由 練 習

C8 C8

M23 M23

4ヽ31 M31

閉 館i

10:00ヽ 11:30 Gl Cl G2 C3 C3 G4 G4 G5 G5 G6 G6 G7 G7

1li30ヽ 13:00 G9 C9 G10 G10 Gll Gll G12 G12 (,13 G13 C14 C14 015 G15

13:00～ 14:30
～
116 M16 1ヽ17 M17 M18 1ヽ18 1ヽ19 M19 M20 M20 1ヽ21 M21 M22 M22

14:30^´ 16:00 M24 M24 M25 4ヽ25 M26 M26 M27 M27 4ヽ28 M28 M29 M29 M3() M3()

10月 16日 (月 ) 7:00～ 8:00 Bl Bl B2 B2 B3 B4 B4 B5 B5 B6 I,7 1,7 B8 l,8

自 由 練 習 |'| 館

8:00～ 9:30 Ll Ll L2 L2 I´ 3 1.3 1´ 4 L4 I´ 5 L5 L6 L6 L7 I.7 1.8 L8

9:30～ 11100 G16 G17 G17 G18 C18 C19 G19 G20 G20 C21 G21 G22 022 C23 C23

ll:00～ 12:30 G24 G24 C25 C25 C26 G26 G27 (,27 (128 G28 C29 G30 C30 G31 C31

12:30^‐ 14:00 M32 M32 M33 M33 M34 M34 M35 M86 M36 M37 M37 M38 4ヽ38 M39 M39

14:00～ 15:30 C32 032 G33 G33 C34 C34 G35 C35 C36 (136 037 C37 C38 C38 (139 G39

10月 1711(火 ) 7:00^ 8:00 1,9 B9 B10 B10 1,1 1 l,1 1 1312 1´ 9 L9 L10 L10 l_11 1_1 : L12 I´ 12

G42 G42 C43 G43

自   由  練 習

|ツ l ‖I

M40 M40 M41 M41 M42
～
142 M43 M43 G40 C40 C41 C41

B13 B13 L13 L13
自由練習

1,14 B14 I´ 14 L14
自由練習

M44 M44 G44 G44 M45 M45 C45 C45

10月 18日 (水 ) 7:00～ 8:30 B16 B16 G47
閉  鎖

L16 L16 4ヽ47 M47
閉  鎖 |ツ ] 館 |ツ サ 館

8:30～ 10:30 L15 L15 M46 M46 B15 B15 G46 G46

※ 10月 15日 (日 )の第 1試合 (成年男子 。Ml～M8)の 公式練習は、若番チームより9:00か ら10分間づつを行います。

C2

B3 B6

G16

G29

M35

B12

G47

8:00～ 10:00

10:00～ 12:00

12:00～ 14:00



バ ド ミ ン ト ン を 楽 し く 見 る た め に

Q どう してバ ドミン トンと呼 ばれ る よ うにな つたのですか 。

A バ ドミン トンは、イ ン ドのボ ンベ イ地方 ブーナで盛 んに行 われ た遊 びで、 1873年

にイ ギ リス のボー フオー ト公 の領 地バ ドミン トン・ ハ ウスで宴会 が開かれ た とき、イ ン

ド帰 りの士官 が余興 に、 この遊 び を紹介 した こ とが始 ま りと言 われ ています。 それ が き

っかけで この遊 び がバ ドミン トン と名付 け られ 、世界 中に広 がったのです。 そ して 、 日

本 には、大 正時代 に紹介 され 、第 2次 世界大戦後 に全 国的 に広 が ったのです。

バ ド ミ ン ト ン Q&A

Q

A①

②

③

バ ドミン トンとは、どんなスポー ツですか。

ネ ッ トをは挟んでラケ ッ トで羽根 (シ ャ トル コックまたはシャ トル)を 打ち合 うも

のです。 コー トの外に落 ちた り、 コー トの内や外であって も床 に落ちる前に体や ラケ

ッ トにシャ トルがタッチすれば失点 (フ ォル ト)に な ります。

試合には、 1人 (シ ングルス)ゲーム と 2人 (ダ ブルス)ゲ ームがあ ります。

ダブルスゲームには、男同士、女同士でペアを組む もの と、男女でペアを組む もの

(ミ ックスダブルス)が あ ります。

Q

A

Q 打たれ た時の シャ トル コ ックの ス ピー ドは どれ位 ですか 。

A 下 向きに強 く打つ スマ ッシュの とき、世界 の一流選手 の場 合 は初速 350Kmに もな

る こ とが あ り、その速度 は瞬 間的 には新 幹線 よ り速 いのです。

Q 新幹線 よ り速 いス ピー ドの もの をど う して打 ち返す ことが で きるの です か。

A ラケ ッ トか ら離れ る時 の速度 は速 いの です が 、ネ ッ トを越 えて あ る距離 にな る と減 速

します。 初速 と終速 の差 が一番 大 きいスポー ツです。 また、慣れ て くる と飛 んで くるシ

ャ トル の コー ス を予測 で き るよ うに な ります。

Q ど うなれ ば、得 点 〈ポ イ ン ト)に な りますか 。

A サー プ権 を取 って勝 った時 だ け得 点 にな ります。 サー プ権 があった ときに負 けて もサ

ー プ権 が移 るだ けで相手 の得 点 にな りませ ん。

-3う 一

バ ドミン トンの羽根 (シ ャ トルコック)は どんなものですか。

コル クの台に鳥の羽根 16枚 を取 り付 けます。重 さは僅か 5gほ どです。正式試合の

羽根は水鳥の羽根 を使います。一般では、陸鳥の羽根やナイ ロンの合成素材のもの もあ

ります。



Q 試合 の得 点 は何 点 で勝敗 が決 ま るのです か。

A lゲ ー ムは、女子 シ ングル スは 11点 (ポ イ ン ト)、 男子 シングル ス、男子・ 女子 ダ

ブル スは 15点 (ポ イ ン ト)で 行 い ます。試 合 は、 3ゲ ー ムで行 い、 うち 2ゲ ー ム を先

取 した方 が勝 ちです 。 ところが、バ ドミン トンには 「セ ッテ ィング」 と言 われ る独特 の

ル ール が あ ります。 女子 シングル スで 10点 で並 んだ場合 、それ 以外 の種 日では、 14
点で並 んだ場合 、そ の追いつかれ た方 が 「セ ッテ ィング」 をす るか、 しないか を選ぶ こ

とがで きます。 「セ ッテ ィング」 を選 んだ場 合 、

女 子 シ ン グル ス 先 に 13点
取れ ば勝 ちです。

∃
先 に 17点

なお 、得点 は 「セ ッテ ィング」 を選 ん だ場合 で もサー ブ権 のあ る方 に しか与 え られ ま

せ ん。

《以下、国体バ ドミン トン競技に関連 して》

Q 種別はどのようなものがあ りますか。

A 成年男子・成年女子・少年男子・少年女子の 4種 別があ ります。

Q 参加 県は どの よ うに決 め るのですか 。

A 「2000年 とや ま国体」で は、成 年男子 と少年 女子 に 47都 道府 県が参加 します。

他 の成年 女子 、少年 男子 は全 国 9プ ロ ックに分 けて大会 を勝 ち抜 いた都道府 県 の 15チ
ー ム と開催 県 (富 山県)1チ ー ムの合計 16チ ー ムが参加 します。 1チ ー ムは監督 1人

・ 選 手 3人 の 4人 で編成 します。

Q 試合はどのように して行いますか。

A 8コ ー トを使 って、すべて都道府県対抗の団体戦 トーナメン ト方式で行います。試合

は、① ダブルス② シングルス③ シングルスの順序で行い、先に 2勝 したチームが勝 ちと

な ります。

Q 天皇 杯得 点・皇 后 杯得 点は、 どの よ うに して決 ま るのです か。

A 得 点 には、競技得 点 と参加得 点 の 2つ が あ ります。競技得 点 は各種別 ともに 1位 40

点、 2位 35点 、 3位 30点 、 4位 25点 、 5位 (4チ ー ム)各 12.5点 です。参加 得

点 は、大会 (プ ロ ック大会 を含 む )に 参加 した都 道府 県 に 10点 を与 える ものです。但

し、プ ロ ック大会 で本 大会 の 出場権 を獲得 しなが ら、本大会 に参加 しなか った場合 には

与 え られ ませ ん。 この競技得 点 と参加 得点 の合 計 が総合得 点 にな ります。 天皇杯 の対象

種別 は成 年男子・ 成年 女子・ 少年 男子・ 少年女 子 で、皇后杯 の対象種別 は成年 女子 と少

年女子 です。

「
男

L男

子 シングル ス

子・ 女子 ダブル ス
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参 加 人 員 一 覧 表
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男
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成

年

女

子

少

年

男

子

少

年

女

子

計

近

畿

滋 賀 3 3 3 3 12

京 都 2 3 8

大  阪 3 3 3 3 16

兵  庫 3 3 3 3 12

奈  良 2 3 3 8

和歌山 3 8

中

国

鳥  取 2 3 3 8

島 根 4 3 3 3 3 16

岡  山 3 3 3 12

広  島 3 3 3 12

山  口 2 3 3 8

四

国

香  川 4 3 3 3 3 16

徳  島 2 3 3 8

愛  媛 2 3 3 8

高 知
1

(1)
3 3 7

九

州

ウ百
下ヨ 岡 4 3 3 3 3 16

佐 賀 2 3 8

長  崎 2 3 3 8

熊  本 4 3 3 3 3 16

大 分 2 3 3 8

宮  崎 2 3 8

鹿児島 2 3 8

沖 縄 2 3 8

総  計 125

(1)

4 11 48 48 141 503
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出 場 監 督

成 年 男 子

選 手 一 覧 表

○印 は監督

都 道 府 県 監督・選 手名 勤務先・ 学校名 備 考

北 海 道

○伊藤

古川

井 野

大 島

雅 弘

英樹

嘉久

健 史

青  森

○ 工藤

澤 田

由町

蒔苗

峰靖

崇 文

匠史

元

常盤 村 教育委員 会

青森 県庁

由町建設

鞠 中村 弘前

岩  手

〇石川 聡

慎也

忠広

朋 夫

佐 藤

川 村

宍 戸

JR東 日本盛 岡信 号通信 区

富 士通岩 手工場

東 北学院大学

和賀川 土地改 良区

宮  城

○原 田

高柳

清元

清元

利 雄

健

敬 吾

亮 太

NTT東 日本

NTT東 日本

NTT東 日本

NTT東 日本

秋  田

○鈴 木  理 之

鈴 木  康修

小笠原  政彦

山 口 将治

鮨 北都 銀行

朝 北都 銀行

俯 北都 銀行

腑 北都 銀行

山  形

○加 藤

上 林

石 沢

遠 藤

安史

英樹

良則

保樹

NTT番 号情報線

腑 石川 測量事務所

松風 園

イD鶴 岡市シルバー人材センター

福  島

○ 星

大 堀

沈

土屋

徹

均

逸文

貴孝

富 士通 AMDセ ミコ ンダ クタ鞠

県 立勿来 高等学校

福 島県体育協会

富 士通 AMDセ ミコンダ クタ棘

茨  城

○金本

藤 田

池 田

音川

俊夫

真人

信太郎

勇 司

航 空 自衛 隊百里基地

筑波 大学

筑波 大 学

早稲 田大学
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NTT北 海道

NTT北 海道

NTT北 海道

日本 大学



成 年 男 子 ○印 は監督

都 道 府 県 監督・選 手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備 考

栃  木

○村 上

垣 内

岡野

黄倉

キ _

キ

大輔

史裕

一徳

作新 学 院 高等 部

日本 大学

金沢 学院 大学

淑徳 大 学

○ 平 間

坂 入

清 水

堀

章雄

秀貴

裕

直人

県立 前橋 東商業 高等学校

法政 大学

法政 大 学

埼  玉

○ 能 登

石 川

二瓶

中西

則 男

澄

良

洋 介

戸 田市 立戸 田南小学校

日本 ユ ニ シス的

日本 大 学

日本 大学

千  葉

曖 墾 _ヽL_二｀
石橋  秀法

田中 肇一

野村 和 弘

三鰈:適旦ムニ
ヨネ ックス輛

東京めいらく閉

千葉商科大学

東  京

昇

清一

隆弘

拓也

輸 エ ル ム ン ド

NTT東 日本

NTT東 日本

NTT東 日本

神奈川

○石場

舛 田

清 水

古川

隆 雄

」ヒ +
」ニ メ|ヽ

隆志

裕 輔

日本 体育大学

日本 体育大学

日本 体育大学

日本 体 育大学

山  梨

○官

岩佐

鈴木

平 田

健 次

ユ 看

健 介

悠

県立都 留 高等 学校

山梨 中央銀行

神奈 川 大学

新  潟

○鈴木

目崎

大月

団井

裕

幹 生

実

裕 和

腑 三条機械製 作所

(財)県 長 寿社 会振 興財 団

日本 パール容器鞠

輸亀 田製菓
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群  馬

○見嶋

渡辺

須賀

竹 鼻



成年 男子 ○印 は監督

都 道 府 県 勤務 先・ 学校名 備 考

長  野

○奥原  祐 二

吉野  泰正

小宮 山 聖 文

沼尻  英樹

石川 島芝浦機 械

石川 島芝浦機 械

大 日本 法令 印刷

長 野税務 署

富  山

○ 今 泉

今 井

谷 内

大 山

勉

紀 夫

貴昭

宏 司

トナ ミ運輸鞠

トナ ミ運輸棘

トナ ミ運輸腑

トナ ミ運輸鶴

石  川

○星

武 田

石本

栄代

昭 彦

修

明 男

正 男

鱒 北 國銀行

騰 北 國銀行

鞠 北 国銀行

福 井 大学大学 院

福  井

○佐藤

上 田

桑 野

木船

輝 行

健 吾

晃 一

栄 士

静  岡

○坂 上

中島

清水

山下

隆広

信 頼

達也

豪

)t l-. =
)t l-. =
)t l-, =
)t l'. =

トランステ クノ ロジー鴨

トランステ クノ ロジー餘

トランステ クノ ロジー腑

トランステ クノ ロジー腑

愛  知

○峰

馬 場

高原

坂上

登志 郎

直樹

栄治

裕 哉

豊 田工機鞠

東海興業{株)

東海興業鞠

トヨタ自動車鞠

重

〇片 岡

栗原

木村

平野

泰

大介

貴幸

耕 作

鞠 デ ン ソー

鞠 デ ン ソー

鞠 デ ン ソー

近 畿大学

岐  阜

○ 奥 村

野 田

松 本

大 塚

浩 司

勇

雅 之

雅 也

笠松 町立笠 松 中学校

三洋 電機 岐阜

丸杉 金属興業鞠

名城 大学

― 第 一

監督・ 選 手名

ミサ ワホー ム福井 工場

勝 山市消防本 部

セー レン商事

勝 山市役所



成 年 男 子 ○ 印は監督

都 道 府 県 監督 。選 手 名 勤 務 先・ 学 校 名 備 考

滋  賀

○杉 島

酒井

常 山

尾崎

立命 館 大学

滋賀 女子短期 大学

松 下電器 産業

筑波 大学

只 都

○平井

平野

市井

宇治

悟

耕 司

隆文

克樹

鞠 山城 (梅華学院)

B.WAY
B.WAY

立命 館 大学

大  阪

○ 松 井

平井

橋 本

川 口

峰生

達也

敏信

馨 士

NTTコ ム ウ ェア

NTT西 日本

NTT西 日本

NTT西 日本

兵  庫

○平井

鈴 木

奥村

横 田

」́ ~
ノヽ ニ

草麻 生

晋也

英 士

三菱重工業榊
ヨネ ックス帽

加古川市南農業協同組合尾上支所

大和製衛腑

奈  良

〇村 山

辻 田

藤原

佐 野

4=一
人 一
泰 昌

瑛佳

淳

暢 NTT西 日本

冊 NTT西 日本

僻 鳥 取 三洋電機

スガハ ラスポー ツ

和 歌 山

〇武 野

谷 口

前 田

門間

宗睦

泰生

憲 吾

寛幸

湯 浅 中学校

む そ たスポー ツ クラブ

鞠 イ ンフ ィニ テ ィー

日本 体育大学

鳥  取

○ 正 木

景 山

足 立

山 口

拓雄

潤

幸夫

優 介

倉吉 市役所

米子 北斗 中学 校

山陰 ア シ ックスエ業

関西学院大学

島  根

○ 山蔭

古賀

富 山

勝 部

栄

圭 二

敦 司

琢 治

島根 トヨタ 自動 車

増原 産業建設

県 立情報科 学 高等学 校

大 阪経 済大学
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成 年男子 ○印は監督

都 道 府 県 監 督 ・ 選 手名 勤 務先・ 学校 名 備 考

岡  山

道 弘

哲

大記

祐樹

川崎製鉄鞠

松 下電器 産業卿

日本 体育 大学

大 阪経 済大 学

広  島

○ 尾 崎

河 面

川 田

花 本

清

哲郎

輝 夫

大地

広 島市工業技術 セ ンター

海洋 電子 工業い

海 洋 電子 工業輸

神 奈川 大学

山  口

○矢野

棟 居

増 田

米川

潤

秀行

敏雄

真 司

香  川

○大森

中村

久保

高木

博 ―

亨

直輝

孝一郎

帽 太洋物産

榊 タダ ノ

近 畿大学

龍 谷 大学

徳  島

○増 金

吉 岡

山 田

真鍋

秀行

努

博 文

和也

榊 マ スカネ

大塚化 学田

阿南 市役 所

腑 マ スカネ

愛  媛

○松 野木  聡

田坂  厚 司

安永  圭一

高橋   徹

応 用地質伸

新居 浜市役所

四国ガ ス榊

高  知

○梶 原

中原

黒石

梶 原

卓

学

雅宏

卓

県立 高知南 高等学校

県 立須 崎 工業 高等学校

清 和女子 高等学校

県 立高知 南高等学校

福  岡

○森   裁美

副 島 浩 史

草 ノ瀬  公 一郎

岩 見  智成

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器
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○藤原

福 田

松川

倉 岡

東亜大学
ムネスエスポーツ

ムネスエスポーツ

東亜大学



成 年 男 子 ○印 は監督

都 道 府 県 監督 。選 手名 勤務 先・ 学校名 備 考

佐  賀

○ 田中

山下

岡本

小 島

昌樹

大介

誠

賢一

多久市立納所 小学校

カー ブテ ィ ックカ ンサイ

岡本農 園

龍谷 大学

長  崎

〇渕上
+■
44ト

西 山

片 岡

竹 見

貴昭

勝也

直茂

長崎 市役 所

県立西 陵高等 学校

県立長崎東 高等学校

長崎 県体 育協会

熊  本

陽介

政文

良治

博 高

YKKい 九州工場

YKK鞠 九州工場

YKK腑 九州工場

YKK鞠 九州工場

大  分

○ 山本

小 俣

横 澤

宗 野

晋 司

功

良平

智 志

鶴見 ヶ丘 高等学校

挟 間町役場

サ ッポ ロ ビール腑

宮  崎

○ 橋 口 俊 彦

松 岡  弘 高

山 内   猛

前 久 保  知 行

西都 市役 所

宮崎 県庁

モ ア スポー ツ宮崎

宮崎 医科 大学

鹿 児 島

○前 野  親 二郎

鬼塚  敦義

古川  博 文

竹 之 内 貴広

指宿 商業 高等学校

牧 園高等学校

鵬 プ ロエー ス

日本銀行鹿児 島支店

沖  縄

○下地

藤 岡

小笹

神 里

敏 彦

徹

良夫

真一 郎

陽明 高等学校

スポー ッ シ ョップ キ クム ラ

航 空 自衛 隊

沖縄 県庁
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○村 中

花 田

田上

古 井



出 場 監 督 選 手

一

覧 表

成 年女子 ○ 印 は 監 督

都 道府 県 監督・選 手名 勤務先 ・学校名 備 考

北海道

○谷 浦

武 田

後藤

本 田

隆

明美

綾 子

恵

札 幌 静修 高等学校

NTT北 海道

NTT北 海 道

NTT北 海道

官  城

○ 山並

小 川

徳 永

貴 田

正 人

尚子

幸子

泉

ラケ ッ トシ ョップ広瀬

七十 七銀行

七十 七銀行

ヨネ ックス

福  島

○ 本 多

大 堀

張

出 口

克 博

麻 紀

薇 薇

文 乃

腑 富 士 通 東 北 エ レク トロニ ク ス

富 士通 AMDセ ミコンダ クタ輸

東京 女子体育大学

茨  城

○ 下鳥

米 倉

長縄

岩 松

洋樹

加 奈子

美佳 子

絵 理 子

茨城 県バ ドミン トン協会

茨城 トヨペ ッ ト

つ くば国際大学

つ くば国際大学

東  京

○高橋

井川

永 峰

山 田

英治

里美

弘子

万莉 子

NTT東 日本

俯 サ ン コー

船 サ ン コー

NTT東 日本

新  潟

〇亀 田

嶋 田

媚 山

大 下

誠

友 紀

映 里

誌 織

東 北電 力側

東 北電 力鞠

東 北電 力腑

東 北 電 力鞠

富  山

○河 合

山本

山 田

山 田

昭博

静香

潤子

青子

三協 アル ミニ ウムエ業輸

三協 アル ミニ ウムエ業腕

三協 アル ミニ ウムエ業端

三協 アル ミニ ウムエ業開

石  川

○羽 田

松 田

松 田

中島

義仁

奈緒 子

美希 子

珠美

腑 北 国銀行

田 北 国銀行

鞠 北 國銀行

い 北 國銀行
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成 年女子 ○ 印は監督

備 考勤務 先・ 学校名監督 。選 手名都 道 府 県

トヨタ 自動 車鴨

トヨタ 自動車鞠

トヨタ 自動車鞠

龍谷 大学

○松 島  保

堀  絵 里子

竹 田津  範 子

本 田 正恵

愛  知

三洋 電機

三洋 電機

三洋 電機

三洋 電機

○ 喜 多

関本

田上

西

努

祥 子

千晴

宏 予

大  阪

三菱電機 榊

三菱電機 腑

三菱電機鞠

タツ ミスポー ツ

本

井

原

橋

藤

三

泰 典

純 子
一 半 ‐T
_大

"
和 子

○ 松 本

兵  庫

山陰合 同銀行

山陰合 同銀行

山陰合 同銀行

山陰合 同銀行

○ 田部

渕 上

檀原

水雲

実智代

幸代

有理

智子

島  根

広 島ガ ス榊

広 島ガス腑

広 島ガ ス腑

広 島ガス鞠

○ 関羽
」ョ l11
ロ ノ

'|

渡辺

藤 崎

司龍

愛

夕子

有美

広  島

榊 百十 四銀 行

輸 百十 四銀行

鞠 百十 四銀 行

腑 百十 四銀行

○亀谷

富 田

奥 田

演 口

幸 生

美津枝

奈 々江

有里

香  川

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器

ベ ス ト電 器

頭

橋

好

田

石

三

幸 司

美奈子

陽子

奈緒

○ 山 田

福  岡

NEC九 州

NEC九 州

NEC九 州

NEC九 州

○宮本

坂本

中島

末綱

幸 弘

美 千穂

暁子

聡子

熊  本

一 名 ―



出 場 監 督 選 手 一 覧 表

少 年 男 子 ○印 は監督

都 道 府 県 監督・選 手名 備 考

北 海 道

○井 口

早 坂

石 田

竹村

一 司

幸平

圭 大

純

札幌第一 高等 学校

札 幌第一 高等 学校

札幌 第一 高等学校

旭 川 工業 高等 学校

青  森

○戸祭

岩脇

西浦

鉦

潤

峰 生

和 広

佳 平

官  城

仙 台商業 高等 学校

官城 県工業 高等学校

宮城 県 工業 高等学校

官城 県 工業 高等学校

栃  木

○遠藤

関野

斉藤

田村

敦 史

有起

悠 太

悠

作新 学院 高等部

作新 学院 高等 部

作新 学院 高等 部

県立宇都 宮南 高等学校

東  京

○渋谷   実

佐藤  翔 治

佐 々木  翔

池 田 雄 ―

関東 第一 高等 学校

関東 第一 高等 学校

関東 第一 高等 学校

関東 第一 高等 学校

富  山

○ 山形

川 口

米

劉

英 明

佳 介

隆夫

志遠

県立高 岡工芸 高等学校

県立高 岡工芸 高等学校

県 立高 岡工芸 高等学校

県立 高 岡工芸 高等学校

石  川

○ 水 内

車

横 山

村 上

浩

淳 史

康 博

発

金沢 市立 工業 高等学校

金沢市 立工業 高等 学校

金沢 市立 工業 高等学校

金沢 市立 工業 高等学校

福  井

○斉藤

廣部

高井

山内

郁

好輝

寛太

良太

県立足羽 高等 学校

県立藤 島高等 学校

県立足羽 高等 学校

県立勝 山高等 学校
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勤務 先・ 学校名

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

○若 生  正 弘

鈴木  知道

佐 々木  秀一

鈴木  俊 介



少 年 男 子 ○印 は監督

都道府 県 監督 ・ 選手名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備 考

静  岡

○岩 澤

尾 崎

市村

藤 巻

猛

弘 一

純 一

光 善

県立熱海 高等 学校

県立伊 東 高等 学校

県 立伊 東 高等学校

星 陵高等 学校

滋  賀

○ 藤 上

榎 本

銭 谷

山 口

良信

良永

公浩

公浩

比叡 山高等学校

比叡 山高等学校

比叡 山高等学校

比叡 山高等学校

大  阪

○谷 田

新 開

川 前

諸 多

尚嗣

裕 介

直 樹

大 輔

此花学 院高等学校

此花学 院高等学校

柏原 高等学校

柏原 高等学校

島  根

○ 金 山

川 上

黒 川

武 田

紀 幸

大輔

裕也

造

県立大東 高等学校

県 立大東 高等 学校

県立大東 高等学校

松江 西高等学校

水 島工業 高等学校

水 島工業 高等学校

水 島工業 高等学校

水 島工業 高等 学校

香  川

○ 岡 野

竹 川

天 野

穴 吹

佳 浩

慶 二

真 一

康 隆

高松 商業 高等学校

高松 商業 高等学校

高松 商業 高等学校

高松 商業 高等 学校

福  岡

○荒 木

守 田

斉藤

草場

秀 文

喬

大吾

利 貞

県立武 蔵 台高等学校

私 立九州 国際大学付属 高等学校

私 立九州 国際大学付 属 高等 学校

私 立福 岡大学附属大濠 高等学校

熊  :本

○権 藤

田中

左村

宮崎

浩 二

厚 士 郎

正 和

晃 平

県 立人代東 高等学校

県立人代東高等 学校

県立人代東高等学校

県立人代東 高等学校
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岡  山

○西崎

永井

佐 伯

麻 生

十 二
人 員

大 吉

浩 一

将 豊



出 場 監 督 選 手 一 覧 表

少 年 女 子 ○ 印は監督

都道府 県 監督・ 選 手名 勤 務先・ 学校名 備 考

北海道

○ 下 苧 坪  英 雄

三 浦  ちひ ろ

福 井  早 苗

本 田 い ず み

旭川 実業 高等 学校

旭川 実業 高等 学校

旭川 実業 高等 学校

札幌静修 高等 学校

青  森

○高屋   仁

廣瀬  栄理子

今別府  靖代

楊   藷琳

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

青森 山 田高等 学校

岩  手

○菊池

川村

千葉

佐藤

慶 幸

益 美

孝美

千春

前沢 高等学校

前沢 高等学校

前沢 高等 学校

前沢 高等学校

官 城

○ 木 戸

鈴 木

平 山

阿 部

純 一

千 秋

愛

純 子

常盤 木学 園

聖 ウル ス ラ学 院

聖 ウル ス ラ学 院

常盤 木学 園

秋  田

○土佐

若 松

出水

阿部

しのぶ

奈緒子

由香理

可奈子

腑北都 銀行

県立能代 西 高等学校

県立新屋 高等 学校

県立羽後 高等 学校

山  形

○高橋  克彦

松 田 紀子

佐 々木  智子

山 口 美鋭 子

県立酒 田工業 高等学校

山形城 北女 子 高等学校

山形城 北女子 高等学校

山形城 北女子 高等学校

県立若 松女子 高等学校

県 立若松女 子 高等学校

県立若 松 女子 高等学校

県 立大 沼高等学校

茨  城

○磯 部

福 田

木村

岡本

和 弘

亜 矢 子

早 紀

望 良

常総学 院高等学校

県 立土浦 第 二高等学校

常総学 院高等 学校

常総 学院高等 学校
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福  島

○ 山野  皓 正

齋藤  真 弓

水 野  深雪

山 ノ内 加 奈



少年 女子 ○印 は監督

都 道 府 県 監 督 ・ 選 手 名 勤 務 先 ・ 学 校 名 備 考

栃  木

喜 代子

彩 子

真 由美

文子

県立真 岡女子 高等 学校

県立真 岡女子 高等学校

県立真 岡女子 高等 学校

県立真 岡女子 高等学校

群  馬

○今井

関

長 岡

皆川

勇 司

さえ子

由美 子

由梨

県立前橋東 高等学校

県立前橋東 高等学校

県立前橋東 高等学校

県立前橋東 高等学校

埼  玉

○加藤

橋本

広 岡

陳

勝

明奈

ま り香

暁郷

埼 玉栄 高等学校

埼 玉栄 高等学校

埼 玉栄 高等学校

本庄 第一 高等 学校

千  葉

○ 白鳥

高橋

坂本

岡 田

‐1■_

ステ

明菜

芽 来

真 由美

県立姉 崎 高等学校

東葉 高等学校

東葉 高等学校

西武 台 千葉 高等学校

東  京

○落合

徳留

横 田

深澤

久 夫

友美

真澄

友 恵

日本橋 女学館 高等 学校

日本橋 女学館 高等学校

日本橋 女学館 高等学校

日本橋 女学館 高等 学校

神 奈川

○ 水 野

高橋

谷 澤

矢 田

勝 美

晴香

紗代

愛 美

県立大和西 高等学校

富士見 丘高等 学校

県立柏 陽高等学校

県立大和西 高等学校

山  梨

○滝川  修

飯 島 春 奈

加賀美  舞子

袋井  和美

市立 甲府 商業 高等学校

市立 甲府 商業 高等 学校

東海 大学 甲府 高等学校

県立 日川 高等 学校

新  潟

○佐藤

小浜

湯 田

大野

秀 夫

祐加

英理

景子

新潟 青 陵高等 学校

新潟 青 陵高等 学校

新潟 青 陵高等 学校

新潟 青 陵高等 学校
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○ 大 島

広 瀬

黒 子

手 塚



少年 女子 ○ 印は監督

都 道 府 県 監督・ 選 手名 勤務先・ 学校名 備 考

長  野

○ 倉 田

塩 原

布 目

宮 原

吉 春

美 菜 子

沙 矢 香

千 晶

県立長 野 商業 高等学校

県立長 野商業 高等学校

県 立長 野商業 高等学校

県立長 野 商業 高等学 校

富  山

○麦谷

田村
′、■+,フ ア

バ●1
,リ

正三

美幸

幸代
日
日日

県 立高 岡西高等学校

県 立高 岡西高等学校

県立高 岡西 高等学校

高 岡龍谷 高等学校

石  川

○和 田

梅 津

加 賀

西村

修

知恵

裕美

木綿香

県 立金 沢 向陽高等学校

県 立金 沢 向陽高等学校

県 立金沢 向陽高等学 校

県 立金 沢 向陽高等学校

福  井

○坂 井

久保

増 田

梅 田

茂則

美紀子

真代

佳奈

県立勝 山高等 学校

県立勝 山高等 学校

県立勝 山高等学校

県 立足羽高等学校

〇小 田切  希芳

尾 崎  貴子

小澤  実早登

望 月 裕 理

県 立静 岡城 北 高等学校

県立静 岡城 北 高等学 校

県 立静 岡城 北高等学校

県立静 岡城 北 高等学校

愛  知

○ 田中

川 戸

水 谷

小椋

隆一

和子

理花

しのぶ

市郁 学 園高等学校

大府 高等学校

市屯F学 園高等学校

市屯F学 園高等 学校

○駒 田

陣 田

川 東

駒 田

具夫

佳奈

奈緒

亜矢子

暁高等学校

暁高等学校

暁高等 学校

暁 高等 学校

岐  阜

○尾藤

大橋

後藤

後藤

伸治

真理 子

愛
本

夕̀|

(財)岐 阜 県イベ ン トスポー ツ振 興事業 団

県立岐阜商業 高等学校

県 立岐阜 商業 高等学校

県 立岐阜 商業 高等学校
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少 年 女 子 ○ 印 は監督

ｒ
ヽ

監 督 ・ 選 手 名 勤務先・ 学校名 備 考都 道 府 県

グル〃/
ιl夕可

○濱
学ロ

`ギ
多 谷

早 川

久美雄

憂妃

郁 恵

由希子

滋賀 女子 高等学校

滋賀 女子 高等学校

滋賀 女子 高等学校

滋賀 女子 高等 学校 `a励

毛晨

ν″逆と醐

下滋  賀

_´ヽ _′

京都府立西 乙訓高等学校     
｀
スト

'京都府立西 乙訓高等学校 _p.>′ 。′

京都府立西 乙訓高等学校 ン
ノ■4イ省L

京都府立西 乙訓高等学校ィ
1殊コ萌

｀

誓2ヽアリ

・ と囁
`

京  都

○ 三橋

藤 田

木村

藤 江

利 彦
″` ~7

■1コ~

ゆか り

啓子

大 阪市立松 之宮小学校

四天 王寺 高等 学校

四條 畷学 園高等学校

四天 王寺高等学校

大  阪

○ 西 上

下 野

吉 岡

小 椋

正 一

鈴佳

久美 子

久美 子

○川原 崎  敏

赤松  由梨

真栄 田 直子

岩 元  悠 子

園 田学 園高等学校

園 田学 園高等学校

園 田学 園高等学校

夙川 学院 高等学校

兵  庫

市立一条 高等学校

市立一条 高等学校

市立―条 高等 学校

市 立一条 高等 学校

○錦

笹 島

宮本

箸尾

秀知

美樹

明奈

千尋

奈  良

有 田中央高等学校

有 田中央高等学校

伊都 高等学校

新 官 商業 高等 学校

○児 嶋

木戸

曽和

下澤

4o
lゴ

美奈

展恵

なつみ

和 歌 山

○ 高真

矢倉

中尾
ェ饉_ノ さ́
ヨ́ ´

「
ト

広

なつ か

有希

友美

JR米 子支社

境 高等 学校

鳥取女子 高等学校

鳥取西 高等学校

鳥  取

県立三刀屋 高等学校掛合 分校

出雲 北 陵高等学校

松徳 女学 院高等 学校

県立大東 高等 学校

〇足立

中原

恩 田

小 山

弘健

有梨

愛

祥子

島  根
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少年 女子 ○印 は監督

都 道府 県 監督・ 選 手名 勤務 先・ 学校名 備 考

岡  山

○ 佐 藤 忠裕

由紀

則 子

彩恵 子

高原

柏 野

三 木

山陽女子 高等学校

山陽女子 高等学校

山陽女 子高等学校

山陽女 子高等学校

広  島

○藤 田

安村

橋本

堀 江

雅 史

枝穂

理香

知 代

鈴 峯女 子高等 学校

広 島桜 が丘高等学校

鈴 峯女子 高等 学校

鈴 峯女子 高等 学校

山  口

○松 本

中村

西村

松尾

克 芳

貴美子

郁 美

杏澄

県立新 南 陽高等学校

私 立 中村女子 高等学校

私 立 中村女子 高等学校

県 立熊 毛北高等学校

香  川

○ 林

人 尋

楠 原

太 田

一男

麻衣子

麗 民

麻美子

香 川 中央 高等学校

香川 中央 高等学校

香川 中央高等学校

高松 商業高等学校

徳  島

〇植 田 宏和

蔭 山 真理

久次米 美 季

横 田 陽子

北小松 島小学 校

城 東 高等学校

城 東 高等学校

城 東 高等学校

愛  媛

寛 二

絵理

あす か

あず さ

県立新 居浜西 高等学校

県 立新 居浜西 高等学校

県 立新居 浜西 高等学校

新 田高等学校

高  知

○桑名

村 山

渡邊

中野

功

加 純

陽子

愛

県 立高知東 高等学校

土佐 女子 高等 学校

土佐 女子 高等 学校

清和 女子 高等 学校

福  岡

○ 明神

潮 田

春 田

和 田

憲 一

玲子

衣麻

真優

私 立九州 国際大学付属 高等学校

私 立九州 国際大学付属 高等学校

私 立九州 国際大学付属 高等 学校

私 立 九州 国際大学付属 高等学校
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少年女子 ○印は監督

都道府 県 監督 。選 手名 備 考

佐  賀

○ 築 地

横 尾

山 田

川 浪

孝 彦

尚子

雅 子

愛

佐賀 女子短期 大学付属佐 賀女子 高等 学校

佐賀 女子短期 大学付属佐 賀女子 高等 学校

佐賀 女子短期 大学付属佐 賀 女子 高等 学校

佐賀 女子短 期 大学付属佐 賀 女子 高等 学校

長  崎

○春 野

松 田

西 山

宇津

良三

友美

真鯉 子

早也 香

私 立長 崎女子 高等学校

私 立長 崎女子 高等学校

私 立長 崎女子 高等学校

私 立長 崎女 子 高等学校

熊   ,本

○井村

志賀

高野

船橋

勝 英

仁 恵

理 沙

真 波

人代 白百合 学 園高等学校

熊本 中央女子 高等学校

人代 白百合 学 園高等学校

県立 人代東 高等学校

大  分

○ 吉 田

赤 尾

服 部

倉 満

′|::=――与
1■ 4
亜 希

麻 衣

一 美

昭和 女子 高等学校

昭和 女子 高等 学校

昭和 女子 高等 学校

昭和 女子 高等学校

宮  崎

○廣 田  彰

日高 麻衣

小人重  杏香

吉 田 真依 子

宮崎 大学

宮崎 商業 高等学校

宮崎 商業 高等 学校

宮崎 商業 高等学校

鹿児 島

○東 平

上 山

小磯

安楽

正 三

さや か

美枝

絵 里花

鹿 児 島高等 学校

鹿児 島高等学校

鹿 児 島高等 学校

鹿 児 島高等 学校

沖  縄

○神 山

兼 島

国仲

岸本

郁 子

里実

翠

奈 生

糸満 高等学校

糸満 高等学校

糸満 高等 学校

糸満 高等学校
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競 技 成 績 採 点 方 法

男女総合成績 (天 皇杯得点)及 び女子総合成績 (皇 后杯得点)は、競技得点 と参加得点

の合計 とし、その多い都道府県順 に第 1位 か ら第 8位 までを決定す る。

ただ し、同点の場合 は、その順位 を共有 し、次の順位 を欠位 とす る。

1 競技得点

天 皇杯 対象 種別 皇 后杯 対 象種 別 競 技 得 点

成 年 男 子

成 年 女 子

少 年 男 子

少 年 女 子

成 年 女 子

少 年 女 子

各種別 とも 1位 40点 、 2位 35点 、 3位 30点

4位 25点 、 5位 (4チーム)各 12.5点 の競

技得 点 を与 え る。

2 参加得点

大会 (プ ロック大会 も含 む。 )に 参加 した都道府県に 10点 を与 える。

ただ し、プロック大会で本大会の出場権 を獲得 しなが ら、本大会に参加 しなかった場

合 は与 えない。
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総合成績 (天皇杯・皇后杯)一覧表

少年男子 少年女子 女子総合成績 (皇后杯 )成年男子 成年女子

総
　
〈
口
　
順
　
位

備 考

1嗅

位

競

技

得

点

|1贋

位

競

技

得

点

競

技

得

点

参

加

得

点

△

計

総
　
〈
口
　
順
　
位

競

技

得

点

参

加

得

点

△

計

順

イ立

競

技

得

点

1唄

位

競

技

得

点

北 海 道

青  森

岩  手

宮  城

秋  田

山  形

福  島

茨  城

栃  木

10 群  馬

11 埼  玉

12 千  葉

13 東  京

14 神奈 川

15 山  梨

16 新  潟

17 長  野

18 富  山

19 石  川

福  井20

21 静  岡

22 愛  知

重23

岐  阜24

25 滋  賀

京  都26

27 大  坂

28 兵  庫

=ヌ 良29

30 和 歌 山

31 鳥  取

32 島  根

33 岡  山

34 広  島

35 山  口

36 香  川

37 徳  島

38 愛  媛

39 高  知

福  岡40

佐  賀41

42 長  崎

熊  本

44

45 宮  崎

46 鹿 児 島

47 沖  縄

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
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■
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■
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‐ ‐
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■ ■■■ ■■
■ ■■■ ■■
■ ■■■ ■■
■ ■■■ ■■
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■■■|

■■■|
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■■
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■■
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■■
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男女総合成績 (天皇杯 )

都道府県
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過 去 の 成 績 一 覧 表

第 4回 昭和24年 東京都 東京YMCA(個 人戦オープン)

第 5回 昭和25年 愛知県 白鴎小学校、東桜小学校 (総合優勝 神奈川県)

種   別 1 位 2 位 3 位

一般男子  単 東 京 広 田 敏 秀 北海道 佐 藤   保 東 京 藤 井 光 男

一般男子  複
r広  田 敏 秀

t藤 井 光 男
東

r岡   淳 一

神奈川 {

t相 馬 万 吉

イ

北海道
1

佐 藤   保

村 上 二 郎

一般女子  単 神奈川 吉 田 とよ子 愛 知 吉 沢 千 里

一般女子  複
吉 田 とよ子

遠 藤 文 子

r小 林 歌 子
神奈川 〈

t中 村 た き

r

愛 知
1

吉 沢 千 里

後 藤 範 子

1 位 2   位 3   位種    別

保

郎

俊

守

三

英

藤

上

西

林

佐

村

葛

若

′

―

―

プ
ヽ

―

―

ヽ

北海道般 男 子

秀

男

宏

久

敏

光

淳

康

田

井

官

田

広

藤

イヽ

山
|

東  京

一
吉

次

道

万

直

武

馬

谷

本

岡

相

4ヽ

松
|

神奈川

鈴

綾

久

照

谷

江

田

田与

水

堀

保

伊

′

―

―

ノ

ー

ー

ー

ヽ

知

子

子

子

子

愛

代

栄

子

子

絹

　

信

京

藤

藤

賀

岡

伊

安

佐

片

イ

ー

ー

く

―

―

ヽ

北海道般 女 子
ユ星

′」ヽ
■と
Л■

田

藤

林

川

とよ子

文 子

歌 子

とみ子
|

神奈川

」 ョ

高 校 男 子

|

裕

二

一

田

山

塚

石

神

大
北海道

周

′

―

―

く

―

―

ヽ

知

男

雄

司

勇

光

成

健

川

辺

竹

口

石

渡

大

野

愛

明

喬

実

一

道

弘松

井

岡

村

江
|

神奈川

種   別 1       イ立 2   位 3   位

男  子

秀

明

久

敏

道

康

田

　

　

田

広

岡

山

′

ｌ

ｌ

ヽ

―

―

ヽ

一ス東

治

司

彦

忠

健

和

越

竹

野

玉

大

大

ｒ１
１
く―
―
ヽ

阜岐

男

雄

男

光

成

和

井

辺

藤

渡

蟹

‘

ｌ

ｌ

ヽ

―

―

ヽ

知愛

般 女 子

子

子

子

綾

久

照

堀 江

保 田

伊与 田|

愛  知 原

田

登

員

高

イ
ー
ーく
―
―
ヽ

悦 子

まさえ

人重子

石  川

代

子

子

絹

京

澄

藤

岡

原

伊

片

栗

‘
―，
く――ヽ

北海道

高 校 男 子

服

野

y:

治

勇

一

興

　

健

部

口

松|

愛 知

直

夫

一

正

貞

秀江

東

西

諸

ィー
ーイー
ー
ヽ

石

後 藤 裕人郎

林   金太郎

田 中 正 則

岐 阜

第 6回  昭和26年 広島 東 校、同大付属小学校 (総合優勝 愛知県)
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′

神奈川
1
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第 7回  昭和27年 宮城県 東北大学体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 8回  昭和28年 香川県 善通寺体育館 (総合優勝 神奈川県)

第 9回  昭和29年 北海道 札幌市 (総合優勝 愛知県)

種    別 位1 位2

般 男 子

′広 田 敏 秀

1岡   道 明

1藤 井 昴 一
(吉 原 秀 雄

神奈川

′石
1カ磐北海道
1彗

田   裕

山 周 二

西 英 俊

坂 豊二郎

r江 井   実

首 市,小 官 章 敏
'́｀

″`
1山 崎   茂

佐` 藤 芳 朗

石
`貝川
{詈
米`

原 まさえ

悦 子

田 人重子

倉 衣 絵

′

東 京〈

t

田 中

中 谷

生之瀬

小野寺

知江子

成 子

京 子

京 子

′

愛 知

1

堀 江

保 田

伊与田

水 野

綾 子

久 子

照 子

美根子

高 校 男 子

′望 月 文 雄

_苦 1倉 田 一 彦
界 ふ

1カ 石   潔

鈴` 木 隆 治

神奈りIII関 爆薫
伏` 島 光

男

司

明

則

r諸 江 秀 一

|||1井 上 晴 夫
川

1山 本 圭 三

上` 田  稔

石

高 校 女 子

′

兵 庫〈
t

広 瀬

西 尾

小笠原

関

延 子

貞 子

美津子
一 子

山

照 子

弘 子

久美子

明

r佐  藤

ャ リ五十嵐
形

1斉 藤
佐` 雇

良 子

美代子

光 子

緑

´■_  [::
r ノヽ 、  ′:[

神奈り||1轟 言
中` 島

種   別 位1 2 位 3   位

般 男 子

田 敏 秀

治   豊

崎 順 久

田  博

/

神奈川

1

広

佐

川

杉

藤 井 光

諸 江 秀

相 り|| 十

萩 原

r

東 京

1

男

一郎

誠

■―
′ ノヽ

阜1算
｀
林

竹 健 司

岡 竜 三

波 哲 昭

金太郎

岐

般 女 子

f

神奈川

1

ス塁

4ヽ

■た
,L

4ヽ

藤

林

川

野

文 子

歌 子

とみ子

智 子

にコ
′ 1山」

1選i北海道
1勇

元 弘 子

津 貴久江

部 悦 子

井 重 子

日  :百
′ 只  ′ソ]1、

1承

川
1菖 谷
｀
町 駒

まさえ

悦 子

須磨子

ヤス子

石

高 校 男 子

片 石

加 藤

長谷川

井 桁

兼 敏

正 則

竜 男

啓 充

′

背
海道

1

石

′江 尻 桂 三

"lj辻   直 而
川 1半田外 幸 男

岡` 崎 健 一

′越 り|1  啓

祐夫 |!|り 花 岡 牧 夫
智示川

1折 井 利 彦
内` 藤 弘 明

高 校 女 子

富美子

京 子

範 子

幸 子

宮

r西 堀

鼻 り谷 津
夕 1佐 藤

｀
松 本

香

r大 西 誉 子

川 〈秋 山 武 子

｀
真 鍋 久 子

大 川

藤 田

竜 野

波多野

′

神奈川

1

良 子

光 子

美代子

登_二

種   別
Ｌ
■

ム
ロ 2   位 3   位

般 男 子

治
司
三

忠
健
竜

越
竹
岡

玉
大
松

イー
′ヽ
―
、

阜岐

勇
治
夫

興
貞

口
部
熊

野
服
稲

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

知愛

正

一
男久

友
亥

水
谷
木

清
釣
荒

ｒ

ｌ

′

ヽ

―

ヽ

山わ昌

般 女 子

子
子
子

美富
範
京

堀
藤
津

西
佐

谷

ｒ

ｌ

ツ

ー

ー

ヽ

城宮 原

谷

登
貝
渋

ｒ

ｌ

′

―

―

ヽ

石

子
子
子

久
照
綾

田
田
江

与
保
伊
堀

‘

―

，

ヽ

１

ヽ

愛 知

高 校 男 子

健
正
昭

広
雅

場
友
藤

豊
御
伊

′―
りヽ
ｌｔ

知愛 石

信
三
昇

嘉
桂

村
尻
谷

西
江
島

ｒ
ｌ
，ヽ
―
、

一
宏
潔

健沢
内
辺

一ユ

富
伊
渡

ｒ

ｌ

′

ヽ

―

ヽ

奈神

高 校 女 子

子
子
子

信
桂
享

田
藤
形

武
伊
尾

‘
―
マ
ーー
ヽ

島福

美
子
子

嘉
文
基

森
野
宅

大
友
三

ｒ
ｌ
マー
ー
ヽ

山岡

子
子
子

美
節
久
泰

沢
室
竹

大
大
大

―

ヽ

―

―

、

知愛

一
"―

3   位

一 般 女 子

子
え
信

さ

悦
ま



第10回 昭和30年 神奈川県 神奈川県体育館、鶴見女高体育館 (総合優勝 神奈川県)

第11回 昭和31年 兵庫県 神戸 YMCA、 生田中学 (総合優勝 岡山県 )

第 12回 昭和32年  静岡県 富士市体育館、富士高講堂 (総合優勝 神奈川県)

種   別 2 位

般 男 子
r広 田 敏 秀

神奈川
`杉

 田   博
t岡   道 明

f大 竹 健 司
岐 阜〈松 岡 竜 三

t酒 井   弘

「釣 谷
山く荒 木

t高 木

友 一

亥久男
満

般 女 子

武 田 信 子

伊 藤 桂 子

′

福 島
1

r

神奈川
1

■螢
ЛL
4ヽ

大

川

林
川

とみ子

歌 子

良 子

r梅
北海道

1早

津 貴久江

部 悦 子

山 重 子

高 校 男 子

r

東 京

1

永 井
北 島
小野岡

栄 一

克 英
順 一

r」ヒ
川

`関k米

方   匡
功

谷 外喜彦

石

r生 田 仁 紀
山 形〈板 垣 隆 房

t羽 角  至

高 校 女 子
r友 野 文 子

岡 山〈権 田 節 子
t三 宅 基 子

f佐々木
城 〈三 津

t菅 井
宮 香

r永 田 豊 子
川〈藤 田 紙 代

t藤 村 怜 子

種   別 1   位 2 位 3   位

般 男 子
博
朗
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

神奈川
弘
男

平

益
節
俊

田
木
村

上
増
武

ィ
ー
′
ヽ
ｌ
ｔ

阪大
志

一
道

清
俊
利

利

田
原

毛
前

石

イ
ー
ブ
ヽ
ｌ
ｋ

山岡

般 女 子

子
江

子

美富

静

範

西 堀
小野寺

佐 藤

∫
l

宮  城

子
子
子

文
節
政

野

田
本

友
権
光

ｒ
ｌ
′ヽ
―
に

山岡
子
子
子

貞
洋
奎

尾
藤
森

西
加
金

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
ヽ

庫兵

高 校 男 子 智ノ

く
神奈川

官  好

藤 裕

′
Jヽ

中
夫

徳

一

邦

正
竜

ツ柳

岡  山 」ヽ田桐
岩  本

房
考
志

隆
重
勝

垣
岸
水

板
山
鐘

ｒ
ｌ
りヽ
―
に

形山

´
´

高 校/女
´

子

//

工
子

子

ヌキ
桂
衣

井

上

下

横

井
山

ｒ

ｌ

ツ

ー

ー

ヽ

香

子
子
絢

桂
寿

林

田
岸

小
戸
根

ｒ
ｌ
ノ
ーー
ヽ

北海道

浦
倉
浦

三
沼
三

ｒ

ｌ

′

ヽ

―

ヽ

城
節

英 子
与志子

官

脅

種   別 1   イ立 2   位 3   位

般 男 子

朗
博
男

芳
　
和

藤

田
倉

佐
杉
新

ｒ
ｌ
りヽ
ｌ
ｔ

神奈川

雄
潔
三

文
　
俊

月

石
木

望
力
鈴

ｒ
ｌ
′ヽ
ｌ
ｔ

一只東 人
Ψ

貞
嘉

周

中

野
山

島

星
神

′
―
り
ヽ
―
、

北海道

般 女 子
工
子

子

ヌキ
桂
衣

井

上

下

横

井

山

ｒ

ｌ

り

ヽ

―

、

香

子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権

光
イヽ|

岡  山

子
子
子

良
歌
英

大
′
Jヽ

石

川

林

川{
神奈川

高 校 男 子
雄
智
勝

好
　
敏

官
村
木

小
中
鈴

イー
ー
く―
―
、

神奈川
夫

男

章

明

和

井

田
知

酒

村

堀

ｒ
ｌ
′ヽ
―
く

石

隆
祐
豊

英
野
脇

田

平
森
富

ｒ
ｌ
ツ
ーｌ
ｔ

根島

高 校 女 子
島 外茂子

下 久 子
下 ツヤ子

`田川 く山
t官

香

子
子
子

良
弘
禎

橋
村
野

掛

西
佐

ｒ
ｌ
ノ
ーｌ
ｔ

岡静
r有

川く長
t松

田 順 子

田 悠喜子

田 富美子

石
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1      イ立 3   位

子
節

子

功
　
静



種   別 2 位

般 男 子
敏
啓
夫

兼

牧

石
川
岡

片
越
花

′―
―
イー
ー
ヽ

一只東
博
朗
久

芳
昌

田
藤
藤

杉
佐
佐

′―
―マ
ー
ー
ヽ

神奈川
弘
弘
志

芳
益
清

谷
田
王

高
上
松

ｒ
ｌ
′
―
ｌｔ

阪大

般 女 子
井
下
島

横
山
田

イ
ー
′ヽ
ｌ
ｋ

キヌエ

久 子
外茂子

香

子
子
子

歌
良
文

林
川
見

神奈川
r小
ノ ■_
ヽ
^| ~

ヽ~

子
子
子

節
政
桂

田
本
林

権
光
小

ｒ
ｌ
りヽ
１
、

山岡

高 校 男 子
弘
憲
賢

義
善

森
垣
林

金
板
4ヽ{

山 形

春
司
肇

幸
武

木
永
戸

鈴
官
貝

‘
―
ツ
ーー
ヽ

一只東
森
榎
中{

奈  良

高 校 女 子
本
木
本

藤
有
福

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
ｔ

文 子
とみ子
和 子

香

子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

ｒ

ｌ

，

ヽ

―

ヽ

山富

子
子
子

久紀
節
光

崎

多

山
川
竹

ｒ

ｌ

ノ

ー

ｌ

ｋ

石

第13回 昭和33年 富山県 高岡女子高校体育館、南星中学校体育館 (総合優勝 東京都 )

第14回 昭和34年 東京都 足立区体育館 (総合優勝 神奈川県)

第15回 昭和35年 熊本県 菊池市体育館 (総合優勝 富山県)

種   別 位1 2 位
■
ム

ふ
ｒ

３

般 男 子

朗
久
潔

芳
昌

藤
嵯
暦
口

佐
佐
関

′
―
′ヽ
―
、

奈神
治
夫
男

正
治
和

田
井
田

新
酒
村

ｒ
ｌ
ツ
ーー
ヽ

石

士
心曇疇
一一百パ

清
康

王
松
松

松
小
小

ｒ
１
２
１１
ｋ

阪大

般 女 子
子
子
子や

良
文
み

川
見
野

大
二
椎

ｒ

ｌ

′

ヽ

ｌ

ｋ

奈神
工
子
子

ヌ
　
ヤ

キ
久
ツ

横
山
官

ｒ

ｌ

ｌ

ヽ

―

ヽ

香

井
下
川

子
子
子

あ
洋
玲

坪
島
島

大
高
中

ｒ
ｌ
ｌヽ
ｌｔ

山（畠

教 員 男 子
博
剛
治義

田
本
原

杉
山
石

ｒ
ｌ
ノ
ー
ー
、

神奈川 大

雄
夫
郎四

茂
敏
敬

佐
宝
北

ｒ

ｌ

′

ヽ

―

ヽ

阪
藤
来
野

郎
司
規

士
心登

和
直

田
川
田

′
―

―

く

―

―

ヽ

平
市
柳

東  京

高 校 男 子
一
雄
宏

紘
保
昭

部
江
斐

渡
堀
甲

ｒｌ
ツ
ーー
、

城宮
彦
光
聡

康
将

瀬
中
木

竜
竹
梅

‘
―
′ヽ
―
ヽ

北海道

彦
三
充

洋
恵
拓

本
崎
坂

山
岡
小

‘
―
ノ
ーー
に

神奈川

高 校 女 子
子
子
子

み
文
と
和

本
木
本

蔵
有
福

‘

―

プ

ヽ

―

ヽ

香

子
子
子

ツ
利
セ
待

沢
村
原

伊
志
石

イ

ｌ

ｌ

Ｋ

Ｉ

Ｉ

ヽ

岡静

子
子
子

智
智

桂
美
美

尾
　
井

野栂
橘
酒

′

―

り

ヽ

―

ヽ

富  山

種   別 位1 2 位 3 位

般 男 子
一
英
肇

栄
克

井
島
戸

永
北
貝

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
ヽ

一只東
朗
治
勤

芳
啓

藤
一騰
石

佐
遠
砥

イｌ
ｌ
く
―
―
ヽ

神奈川
男
徳
雄

久亥
三
幸

木
沢
野

荒
扇
大

ｒ

ｌ

′

ヽ

ｌ

ｔ

山富

般 女 子
子
子
子

洋
玲
桂

島
島
尾野

高
中
栂

イー
ー
く
―
―
ヽ

山富
工
子
子

チ
政
満

坂
村
山

脇
木
横

ｒ
ｌ
ノ
ー
ー
ヽ

田秋 静

江
子
子

津
　
ツ

志
利
セ

村
沢
村

野
伊
志

イ
ー
′ヽ
―
く

岡

教 員 男 子
匡
夫
寛

晴
方
山
藤

原
北
河
茂

イ

ー

ブ

ヽ

―

ヽ

石

博
剛
治義

田
本
原

杉
山
石

ｒ
ｌ
りヽ
―
に

神奈川
三
隆
司

竜
安
裕

越
坂
木

官
脇
鈴

イー
ー
く
――
ヽ

田秋

高 校 男 子
三
充
彦

恵
拓
敏

崎
坂
川谷

岡
小
長

ｒ

ｌ

ノ

ー

ー

ヽ

神奈川
彦
男

一

勝
勇
清

藤
沢
橋

佐
出
高

イ
ー
′ヽ
ｌ
ｔ

形山
字
淳
祐洋

部
原
藤

阿
笠
伊

ｒ
ｌ
′
ヽ
ｌ
ｔ

潟新

高 校 女 子
子
子
子

智
智

美
美
敦

井
田

橘
酒
平

ィ

ー

リ
ヽ

―

、

山富

子
子
子

文
信
久

井横
林
森

ｒ

ｌ

り

ヽ

ｌ

ｔ

香

子
子
子

奉
七
文

橋
沢
崎

高
石
長

ｒ
ｌ
ノ
、
―
ヽ

田秋
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晃 一
高 嗣

川 安 正



種    別 位1 2   位 3   位

般 男 子
敏

一
男

兼
栄
忠

石
井
野

片
永
星

ｒ
ｌ
′
―
―
ヽ

一泉東
朗
三
治

芳
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第16回  昭和36年 秋田県 象潟町中学校体育館 (総合優勝 秋田県 )

第17回 昭和37年 岡山県 県立倉敷青陵高校体育館 (総合優勝 東京都、富山県)

第18回 昭和38年  山口県 下関市体育館 (総合優勝 新潟県 )
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ヽ

火
第19回  昭和39年 新潟県 県立三条高校体育館 (総合優勝 新

第20回  昭和40年 岐阜県 富田学園体育館 (総合優勝 岐阜県 )

第21回 昭和41年 大分県 日田林工高校体育館 (総合優勝 新潟県)
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第22回 昭和42年  埼玉県 越 ヶ谷市立体育館 (総合優勝 香川県 )

第23回  昭和43年 福井県 県立勝山合同体育館 (総合優勝 岐阜県 )

第24回 昭和44年 長崎県 諌早市体育館、県立諌早高校体育館 (総合優勝 新潟県)
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ツ

ー

ー

ヽ

梨山
平
人
二

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

ィー
リヽ
―
、

神奈川

子
江
美代

紀
博
千

木
野
橋

高
天
高

‘―
マ
ー
ー
ヽ

阜岐
子
江
子

も
津
夜

と
美
小

橋
仲
野

高
田
水

′―
マ
ー
ー
ヽ

一只東
り
子
子

お
枝

か
三
繁

井
下
崎

永
山
岡

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

都一只

教 員 男 子
明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
ェ
芦

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
ヽ

本熊
志
勝
敏

清

尭

利
宅
本

毛
三
柳

ｒ
ｌ
′
―
―
ヽ

山岡
匡

〓栄
方
　
西

北
原
村

ｒ
１
２
１
１
ヽ

石

高 校 男 子
享
司
敏正

間
・泉
原

本
小
九

イー
′ヽ
―
、

潟新
夫
郎
稔

次
通
台

田
生
辺

内
桐
渡

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
ヽ

馬群

貴
久
幸

弘
昇
繁

原
田
本

菅
岡
山

イー
マ
ー
ー
ヽ

良奈

高 校 女 子
子
子
美

よき
弘
照

山
橋
場

柴
高
大

イ
ー
マ
ーーヽ

阪大
子
子
子

恵
和
島

川
田
谷

及
脇
紅

ｒｌ
ツ
ー
ー
ヽ

阜岐
か
子
子

ず
　
さ

し
茂
ま

月
崎
津久

望
石
阿

ｒｌ
′ヽ
―
ヽ

木栃
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和
:桑

治
参
身

直
勇
健

藤
原

南
ェ
芦

ィー
ノー
ー
ヽ

本し
ヽ

台

バ

山
山
橋

大

r .―

東京
1言

野奎襲
一 般 女 子



種   別 1        位
」
エ

ム
だ

，

一 3   位

般 男 子
三
男
応

恵
真
秀

田
山
田

窪
秋
野

ｒ
ｌ
，ヽ
―
ヽ

梨山
孝

一
二

信
昌
健

田
尾
木

マ
了

日

´

池
栂
鈴

イ

ー

ツ

ー

ー

ヽ

工只東

平
人
三

一
直
聖

島
辺
本

小
渡
坂

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
ヽ

神奈川

般 女 子
子
子
子

チ
悦
マ
和

中
沢
藤

竹
相
後

ｒ

ｌ

く

ｌ

ｔ

・
潟新

子
江
子士

紀
博
富

木
野
原

高
天
桑

ｒ

ｌ

′
ヽ

―

ヽ

阜岐
子
子
か

代
ず

昭
喜
し

本
崎
月

松
石
望

ｒ

ｌ

マ

ー

ー

、

木栃

教 員 男 子
士
夫
彦

山石

彦
邦
和

木
木
沢

々
々

佐
佐
永

ｒｌ
′ヽ
―
、

手
匡

一
之

栄
忠

方
　
本

北
原
松

ｒ
ｌ
′
―
―
ヽ

石

明
参
身

寿
勇
健

田
藤
原

西
ェ
芦

′―
′
ヽ
―
ヽ

本熊

高 校 男 子
司
真
美

康

繁
内
川

巽
竹
西

イー
ツ
ー
ー
ヽ

良奈
治
治
吾

欽
勇
信

谷
村
山

銭
竹
青

′―
りヽ
―
、

石

夫
壮
雄

に
い一　　
士
ロ

樋
騰
藤

高
佐
佐

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

手岩

高 校 女 子
子
美
子

理
代

真
人
幸

尾
本
本

西
秋
秋

ｒ
ｌ
マ
ーー
ヽ

阪大

枝
子
江

敏
幸
静

林
井
田

小
藤

， 池

ｒｌ
プヽ
―
ヽ

本栃
美
美
子

秀
清
静

東
　
所

川
森
田

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

香

第25回 昭和45年 岩手県 釜石製鉄所健康保険組合体育館 (総合優勝 岩手県)

第26回  昭和46年 和歌山県 湯浅中学校、耐久高校体育館 (総合優勝 新潟県)

第27回 昭和47年 太陽国体 鹿児島県 南高校体育館 (総合優勝 東京都 )

種   別 1 位 2   位 3   位

般 男 子
人
平
樹

直

一
秀

辺
島
川

渡
小
官

‘

―

マ

ー

ー

、

奈神
三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

ｒ
ｌ
く
―
ヽ

梨山
夫
満
治

芳

義
田
藤

森
河
安

′―
マ
ーー
ヽ

阜岐

般 女 子
美
子
子美

明
和
恵

鈴
後
本

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

潟
木
藤
間

新

子
子
子

も
良
と
陽

田
蓼
山

杉
味
秋

′―
りヽ
―
ヽ

奈神
田
高
今

イ

ー

マ

ー
ｌ

ｔ

道海レ
し

子
子
子

千
佐

静
美
喜

村
野
川

教 員 男 子
昌
二
信

良
健
良

田
原
上

保久
藤
藤

イ

ー

ツ

ー

ー

ヽ

賀滋

隆
味
伸

詳
光

西
藤

森
中
佐

ｒｌ
プヽ
―
ヽ

和歌山
生
治
参

節
・直
勇

郷

藤

太
＋
申
工

ｒｌ
りヽ
―
ヽ

本熊

雄
裕
行

証

直

田
木
野

土
鈴
佐

イー
ツー
ー
ヽ

潟新
樹
徹
成

茂

忠

本
内

山
倉
岡

イー
プヽ
―
ヽ

和歌山
美
弘
夫

繁

基

川
野
井

西
佐
中

′―
りヽ
―
ヽ

良奈

高 校 女 子
子
美
子

理
代

真
人
幸

西
秋
秋

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

阪■_
ノヽ

尾
本
本

子
子
江

み
陽
す
瑞

葉
内
村

千
宮
木

イ

ー

ツ

ー

ー

ヽ

島福
子
江
美

美
久

寿
喜

一

田
宅

林
平
三

‘
―
ブ
ヽ
ｌ
ｋ

山岡

種   別
，

ム
ム
Ｈ 2   位

■
■

ム
い

０
６

般 男 子
平
人
樹

一
直
秀

島
辺
川

小
渡
官

イ

ー

マ

ー

ー

ヽ

神奈川
二
孝

一

健
信
昌

本
田
尾野

鈴
池
栂

′

―

り
ヽ

―

、

東  京
三
男
雄

恵
真

一

田
山
下

窪
秋
岩

ｒ
ｌマ
ーー
く

梨山

般 女 子
恵
子
子

博
悦
茂

木
中
崎

湯
竹
石

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
、

一只東
代
江
子

香
静
康

本
田
居

橋
池
富

ｒ
ｌ
′
―
―
ヽ

知愛
片
西

小
小
森

ｒ

ｌ

ノ

ー

ー

ヽ

香
子
代
美

恵千
幸
清

教 員 男 子
隆
味
夫

詳
幹

西
間

森
中
門

イー
′ヽ
―
ヽ

和歌山
晃
借
昇

井
藤
田

別
斉
森

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

木栃
方 匡

一
進

栄原
長谷川

′

―

ブ

ヽ

―

、

石  川

高 校 男 子
夫
正
弘

基
義
敏

井
田

中
南
辻

ｒ

ｌ

′

―

―

ヽ

良奈
夫
行
男

敏
敏
助

下
島

原
山
谷

ｒｌ
′ヽ
―
ヽ

悟
勝

一純

西
田
藤

古
角
後

ｒ
ｌ
マ
ーー
ヽ

阜岐

高 校 女 子
子
子
子

幸
幹
敦

本
田
田

秋
高
徳

ｒ
ｌ
′
―
―
ヽ

阪大
子
子
子知

洋
浩
真

日
間

田

矢
本
今

ｒ

ｌ

マ

ー

ー

、

形山
子
代
美

千
尚
美
清

田
野
野

山
平
瀬

ｒ

ｌ

り
ヽ

―

ヽ

葉千
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種   別 位1 2 位 3   位

般 男 子
平
樹
行

一
秀
教

島
川
井

小
官
笠

ｒ

ｌ
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―

―

ヽ

奈神
誠

一
孝

一
昌
信

野尾
田

関
栂
池

ｒ

ｌ

マ

ー

ー

、

京東
次
保
寛

順間
島
ロ

本
松
谷

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

知愛

般 女 子
恵
子
子

チ
博
マ
悦

木
沢
中

湯
相
竹

‘

―

マ

ー

ー

ヽ

工只東
美
美
生

清
秀
弥

東
尾

森
川
長

ｒ
ｌ
プヽ
―
ヽ

香
江
子
子

博
功
悦

野
沢
野比

天
広
日

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

阜岐

教 員 男 子
英
信
二

良
良
健

上
上
原

塵
騰
藤

‘
―
マ
ーー
ヽ

賀滋
一
進
修

栄
川
田

谷
原
長
和

′
―

′

ヽ

―

ヽ

石
司
三
夫

昌
和

井
山
藤

永
高
斉

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

形山

高 校 男 子
美
之
雄

正
博
治

村
川

西
梶
上

‘

―

′

ヽ

―

ヽ
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繁
光
之

芳
弘

田
部
嵐十

寺
矢
五

ｒ

ｌ

ツ

ー

ー

ヽ

島,Fr
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昭
三
夫

文
恵
利

田
重
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池
松
坪

‘
―
マ
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、

良奈

高 校 女 子
子
子
子美

幹
敦
恵

田
田
野

高
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植

ｒ

ｌ

′
ヽ

―

ヽ

阪4_
ノヽ

子
代
美

千
尚
美
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田
野
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山
平
瀬

ｒｌ
′ヽ
―
、

葉千
子
子
子

正
礼
友

田
水
原

堀
清
福

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

形山

第28回 昭和48年 若潮国体 千葉県 県立茂原高校体育館 (総合優勝 東京都 )

第29回 昭和49年 水と緑のだころ国体 茨城県 石岡小体育館、石岡三高体育館 (総合優勝 東京都 )

第30回 昭和50年 たくましくあすをひらこう みえ国体 県立松阪高校体育館 (総合優勝 石川県)
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栂
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島
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小
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松
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ｌ
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知
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茂
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石
今
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京
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静
豊
秀

所
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東

田
山
川

ｒ
ｌ
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香
子
子
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千
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美
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村
野
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田
高
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夫
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武
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ｔ

和歌山
一
進
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秀
川
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谷
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長
高
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ｌ
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ー

ヽ

石
昭
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利
昌
健

藤
本
川

佐
関
大

ｒ
ｌ
ツ
ー
ー
ヽ

城茨

高 校 男 子
二
彦
之

孝
優
信

山
島
藤

米
中
加

ィー
リヽ
―
、

形山 一
和
博

良
久
信

六
人言
田

塚
小
村

イ
ー
′ヽ
―
て

良奈
幸
博
平

博
芳
幸

川
和
村

谷長
諏
中

ｒ
ｌ
′ヽ
―
ヽ

井ゥFr
iヨ

高 校 女 子
子
工
子

ノ
喜

和
ソ
由

根
塚
藤

関
大
佐

ｒ

ｌ

′

ｌ

ｌ

ｔ

潟新
美
子
子

弓
英

真
千
幸

田
山
辺

牛
片
渡

ｒ

ｌ

′

―

―

ヽ

香
子
子
子

美

弥

恵
好
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野
川
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植
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般
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樹
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一
秀
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島
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小
宮
笠

ｒ
ｌ
′
―
―
、

神奈川
孝

一
治

信
昌
欽

田
尾
谷

野
池
栂
銭

′

―

′
ヽ

―

、

一只東
之
勉
男

博

和

村
泉
沢

河
今
米

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

山富

教   員
一
進
修

栄
川
田

谷
原
長
和

ｒ

ｌ

ツ

ー

ー

ヽ

石

司
夫
郎次

勇
俊
台

群

今
関
桐

ｒ

ｌ

マ

ー

ー

ヽ

馬
井

生

二

治

紘
純
良

部
戸
岩

渡
木
白

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
ヽ

城宮

成 年 女 子
恵
加
子よ

博
美
き

本
田
山

湯
池
柴

ｒ

ｌ

り
ヽ

―

ヽ

京東

美
子
子

秀
静
豊

東
所
口

川
田
山

イー
ツ
ー
ー
ヽ

香
子
美
子

雅
明
敦

田
田
原

石
三
藤

イー
′ヽ
―
ヽ

山岡

少 年 男 子
浩
夫
司

伸
章
裕

岡
田
島

吉
富
田

‘
―
′ヽ
―
ヽ

良奈
士
口‐ハ
士
心

庄
直
宏

森
井
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官
酒
坂

ｒ
ｌ
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石

孝
隆
夫

光

隆

川
沢
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橘
沼
宍
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ｌ
マ
ー
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子
子

美
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ヽ
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渋
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イ
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′
ヽ

１

ヽ

香
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成
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笠
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川
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石
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ー

ヽ

石

夫
司
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勇
台

関
今
桐

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

馬 井
生

群

夫
志
樹

幹
隆
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藤
本

門
武
山

ｒｌ
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ヽ

和歌山

成 年 女 子
恵
子
子知

博
茂
真

湯
石
今

ｒ１
２
１
１
ヽ

京
木
崎
田

東

原
所
田

子
子
美由

英
静
真

石
田
牛

ｒ

ｌ

ノ

ー

ー

ヽ

子
代
子

理
津

真
美
幸

尾
　
本

西
谷
秋

ｒｌ
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―
、

阪大

少 年 男 子
生
均
嗣

成

昌

山
田
本

重
森
坂

ィ
ー
リヽ
ｌｔ

石

進
司
武

博
橋
山
堀

北
西
西

ｒ
ｌ
マ
ー
ー
、

賀滋
彦
明
二

勝

敬

野
原
田

平
上
木

′―
りヽ
―
ヽ

香

少 年 女 子
子
子
美

美
好
久
茂村

石
平
河

大  阪
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第31回 昭和51年 若楠国体 佐賀県 県立牛津高体育館、町立牛津中体育館 (総合優勝 石川県 )

第32回  昭和52年 あすなろ国体 青森県 浪岡町民体育館 (総合優勝 青森県)

第33回  昭和53年 やまびこ国体 長野県 塩尻市立体育館 (総合優勝 熊本県)
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第34回  昭和54年  日本のふるさと宮崎国体 宮崎西都市民体育館 (総合優勝 熊本県 )

第35回  昭和55年 栃の葉国体 栃木県 真岡市総合体育館 (総合優勝 富山県 )

第36回  昭和56年 びわこ国体 滋賀県 大津市皇子が丘公園体育館 (総合優勝 滋賀県)
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第37回  昭和57年  くにびき国体 島根県 大東町立体育館 (総合優勝 滋賀県 )

第38回  昭和58年 あかぎ国体 群馬県 桐生市民体育館 (総合優勝 群馬県 )

第39回  昭和59年 わかくさ国体 奈良県 田原本町中央体育館 〈総合優勝 大阪府)
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第40回  昭和60年 わかとり国体 鳥取県 県立由良育英高体育館 (総合優勝 熊本県 )

第41回 昭和61年 かい じ国体 山梨県 勝沼町民体育館 (総合優勝 山梨県)

第42回  昭和62年  海邦国体 沖縄県 糸満市西崎総合体育館 (総合優勝 熊本県 )
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幸
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司
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ｌ
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′ヽ
―
、

城官

第43回  昭和63年  京都国体 京都府 長岡京市西山公園体育館 (総合優勝 大阪府 )

第44回  平成元年 はまなす国体 北海道 日本工学院北海道専門体育館 (総合優勝 熊本県)

第45回  平成 2年 とびうめ国体 福岡県 筑紫野市農業者トレーニングセンター (総合優勝 大阪府)
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ー
ヽ
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第46回 平成3年 石川国体 石川県 美川町総合スポーツセンター (総合優勝 石川県)

第47回 平成 4年 べにはな国体 山形県 新庄市体育館 (総合優勝 熊本県 )

第48回  平成 5年 東四国国体 香川県 坂出市立体育館 (総合優勝 大阪府 )
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田
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司
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岡||

`名北海道
1善

淳 一

忠 和
英 樹

谷

藤
川

成 年 女 子
大 堀 麻 紀
佐々木   忍
野々村 美 春

r

富 山
1

f林   美 希

熊 本 〈田 畑 美 香
t上 田 純 子

東

r田

京 {岡
(立

児 よし子

山 登紀子
花 久 枝

少 年 男 子
f高 橋 幸 治

群 馬

`横

山 秀 之
k坂 入 秀 貴

r成 島 瑞 穂
茨 城 〈樋 渡 順 也

(矢 部 正 博

「片 岡 直 茂
熊 本 く花 田 政 文

t野 田 良 介

少 年 女 子

′

大 阪
1

田 貴 子

井 泰 子
口 桐 香

大

水

川

r小 室
玉 〈伊 藤

t浅 井

恭 子
さお り
康 代

埼

f官 村
本く村 上

t伊 藤

亜貴子

直 美

真 弓

責E

種   別 1      イ立 2   位 3   位

成 年 男 子

「高 橋 英 治
東 京 〈峯 岸 康 史

t須 賀 隆 弘

r谷 田 尚 嗣
大 阪く植 村 昭 彦

t常 山 兼 二

r中  川
二 重〈磯 部 昌

t吉 田 義

健

弘

禾ll

成 年 女 子 大

f西  田

阪〈村 上
t大  田

美由紀

直 美

貴 子

′

香 川
1

尾 仁 美
本 光佐子
崎 照 枝

中
川

磯

少 年 男 子
f樋 渡 順 也

茨 城 く矢 部 正 博
t大 橋 雅 道

北海道
f井 野 嘉 久
く一 宮 孝 一
t馬 木 智 一

少 年 女 子

′

大 阪
1

水
川

鬼

井 泰 子
口 桐 香
池 め ぐみ

r増
北海道

1富

茂 孝 枝
山 智香子
村 裕 美

f山 田 潤 子
富 山〈進 藤 範 子

t山 田 青 子
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第49回  平成 6年 わか しゃち国体 愛知県 大府市民体育館 (総合優勝 大阪府 )

第50回  平成 7年 ふ くしま国体 福島県 白河市中央体育館 (総合優勝 福島県)

第51回  平成 8年 ひろしま国体 広島県 三原 リージョンプラザ (総合優勝 熊本県)
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練習会場配置図 高陵中学校
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壼5L
屁兄 技 上 の 注 ′冒 、

本競技会 は、財 団法人 日本バ ドミン トン協会現行の競技規則及 び大会運営規 定に よ

り行 います。

5当全

1

ワ
ー

2 オ ーダ ー用紙 は、 当該試合 の開始時刻 30分 前 までに、監督がオ ーダー提 出所へ提

出 して下 さい。 (競技委員長 が立ち会 います。 )

指定時刻 までに提 出 され ない場合 は 「棄権」 とみな します。

(1)オ ー ダー用紙 は、 コー トに入場 し主審 か らオー ダー用紙の交換 を します。

(2)試合終 了後 、勝利者 チー ムに次のオー ダー用紙 を主審 か ら配布 します。

(3)10月 15日 (日 )の 第 1試 合の (成年 男子 )の オー ダー提 出は、 7時 30分 まで と し

ます。

3 勝敗 は、 2点 先取方式 として、勝敗決 定後の残 りの試合 は行い ませ ん。

4 監督・ 選手 は、試 合開始 15分 前 に選手集合所 に集合 して、召集委員 の確認 を受 け、

指示 に従 って下 さい。但 し、現 に試合 を継続 してい る選手・ 監督 は試合 が終 了次第選

手集合所 に集合 して、召集委員 の確認 を受 け指示 に従 って くだ さい。 この場合 、前 の

試合 が終 了 して 15分 後 に次の試合 を開始 します。

5 コー トヘの入退場については、主審の指示に従って下 さい。

6 コー トヘの入場後 の公式練習 は、 当該試 合 の組合せ若番 号のチ ームか らと し、時間

は 3分 間 とします。

シャ トル は、試 し打 ちが して あ ります ので選択 は認 めませ ん。

☆シ ャ トルの交換 につ いては、主審の指示 を受 けて下 さい。

8 ファイナル ゲ ーム前のイ ンターバル は、 5分 を越 えない こ とと します が、競技 区域

及 びベ ンチ を離れ る場合で も、 1分 前 には必ず コー ト内で待機 して下 さい。

また、第 1ゲ ー ム と第 2ゲ ー ム間の90秒 のイ ンターバル では、第 1ゲ ームが終了 し

た ら直 ちにチ ェンジエ ン ドを し、その後 コー ト上 にてイ ンターバル を とって くだ さい。

その時 コー ト内に入れ るのは選手の外 2名 までです。 「残 り20秒 」 の コール がな され

た ら選 手以外の方 は速やかに コー トか ら離れ て くだ さい。

9 同一選 手に よる連続試合 の場合は、 ウェアの着替 えのみ認 めます が、その場合は必

ず主審 に 申 し出て下 さい。

10 試合 が遅れ てい る場合 は、 コー トを並行 して試 合 を行 うこ とが あ ります。

なお、 この とき第 2単戦 に同一選手 が連続 して試合 をす る場合 、複 戦の試合 が終

了 して 10分 後 に開始 します。

11 試合進行 の都合 に よ り、 コー トを変更す るこ とがあ ります。

試合 中の コー ト内で事故 が生 じた場合 、競技 区域 内に入 ることを許 され るのは、通

常、医師のほか、必 要 と認 め られ る競技役員 に限 られ てい ます。

12
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13 競技 に際 しては、上衣 の背 面 中央 に必ず都道府 県名 のみ を明示 して下 さい。 また、
ベ ンチに控 えてい る際に も都 道府 県名 の分 か るジャー ジ又は ウエアを着用 して くだ さ
い 。

14 水分の補給 につ いては、主審 の指示 に従 って くだ さい。

(1)試 合 中の ドリンク類 は認 めます。 (ボ トル類 が望 ま しい。 )

(2)受 け皿 を用意 します ので、給水 ボ トル は必ずその 中に入れ て くだ さい。

15 各試合 〈ダブル ス又は シングルス)終 了時 には、主審お よびサ ー ビス ジャ ッジ と

握 手 をす るこ とを心 がけて下 さい。 (勝敗 に関係 な く )

16 その他 、競技実施 要項 を遵守 して下 さい。
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2

3

4

審 判 上 の 注 意

審判員 は、財 団法人 日本バ ドミン トン協会現行の競技規則及び公認審判員規 定にの

っ と り厳 正 に競技 を運営 します。

競技規則の第 9条 (サ ービス)、 第 13条 (フ ォル ト)

不品行な振 る舞い、罰則)に ついては厳正に判定 します。

第 16条 (プ レーの継続 、

プ レーヤ ーは、 どんな事 があって も体力や息切れ を回復 で きる よ うにプ レー を遅 ら

せ てはな らない。 〔第 16条 4項〕

ラケ ッ トの破 損 、ス トリングスの切 断等のため ラケ ッ トを交換す る場合 、あるいは、

靴 の紐 を締 めか える場合 な どは、主審 の許可 を得て指 示 に従 わなけれ ばな らない。

プ レー ヤー は、第 16条 第 2項 のイ ンターバル 、第 16条 第 3項 のプ レーの中断 を除 き、

マ ッチ (試合 )が 終了す るまで助言 を受 けてはな らない。 〔第 16条 第 5項 (1)〕

監督 。選手 な どか ら、プ レー 中の選手 (プ レーヤー )に 対 して、助言・ 指導す るこ

とは認 めない。

プ レーヤーは、第 16条 第 2項 の 5分 を超 えないインターバルを除き、マ ッチ (試

合)が 終了す るまで、主審の許可な しにコー トを離れてはならない。 〔第 16条 第 5項

(2)〕 試合中、プ レーヤーが汗拭 きや水分補給などのため、プ レーが中断 しない範囲内

でコー トを離れ る場合は、主審の許可を得なければな らない。

競技の品位 を保 つため、試合 中プ レーヤ ーは、上衣 の裾 を必ず 下衣 の中に入れ なけ

れ ばな らない。 上衣 の裾 が出ていて、主審 が不快 な服 装であ る と判断 した場合 は、上

衣 の裾 を下衣 の 中に入れ るよ う注意 します。

なお、色付 き着衣 を使 用す る場合 は、 日本バ ドミン トン協会 の審査合格 品 とす る。

〔大会運営規定第 18条 〕

全てのマ ッチ (試合)の 第 1ゲ ーム と第 2ゲームの間み らインターバルは、90秒 を

超えないこととす る。

なお、チェンジエン ドを終了 してコー トを離れてはな らない。 もしコー トを離れ る

場合は、主審の許可を得なければな らない。

競技規則第 16条 第 4・ 5。 7項 を適用す る場合、主審は違反 したサイ ドのプ レーヤ

ーに警告 し、 さらに繰 り返 した場合はフォル トを宣言 します。 日に余 る不品行な振舞

いをした り、又それを続 けた場合には、その違反 したサイ ドをフォル トとし、直ちに

競技役員長に報告 します。

審判員 の判定 に対 して疑 間のある場合 は、 当該 プ レーヤ ー と監督 に限 り、主審 に対

して 「質 問」す る ことがで きます。 ただ し、抗議 あ るいは異義 で あってはな りませ ん。

に
Э

6

7
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(財)日 本体育協会・文部省・都道府県本部役員宿舎一覧表

日

都 県本部

団  体  名 宿 舎    名 所  在  地 電話番号

(財)日 本体育協会 富山全 日空ホテル

文  部  省 名鉄 トヤマホテル 富山市桜橋通 リー28 076-431-2211

N0 都 道 府 県 名 宿 仝 名 所  在  地 電話番号

北  海  道 第一イン富山 富山市桜町1-1-1 076-442-6611

青  森  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122

岩  手  県 富山マンテンホテル 富山市本町2-17 076-439-0100
′
４ 宮  城  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122

秋  田  県 富山マンテンホテル 076-439-0100富山市本町2-17

山  形  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輸町88-2 076-444-5111

福  島  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111

茨  城  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111

栃  木  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
10 群  馬  県 APAホ テル富山駅前 076-444-5111富山市明輪町88-2
11 埼  玉  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111
12 千  葉  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
13 東  京  都 富山マンテンホテル 富山市本町2-17 076-439-0100
14 神 奈 川 県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122
15 山  梨  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122
16 新  潟  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5

17 長  野  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122
18 富  山  県 官山マンテンホテル 富山市本町2-17 076-439-0100
19 石  りII 県 APAホ テル官山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
20 福  井  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111
21 静  岡  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
22 愛  知  県 APAホ テル官山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111
23 重  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
24 岐  阜  県 APAホ テル宮山 富山市窪新町6-1 076-432-1111
25 滋  賀  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1 076-432-1111

京  都  府 APAホ テル官山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111
27 大  阪  府 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111
28 兵  庫  県 第一イン富山 富山市桜町1-1-1 076-442-6611
29 奈  良  県 富山マンテンホテル 官山市本町2-17 076-439-0100
30 和 歌 山 県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111

31 鳥  取  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111

32 島  根  県 APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-2 076-444-5111

33 岡  山  県 ニューグラン ドイン富山 富山市桜町1-4-5 076-444-1122
34 広  島  県 富山マンテンホテル 富山市本町2-17 076-439-0100

076-432-111135 山  口  県 APAホ テル富山 富山市窪新町6-1

36 香  り|1 県 第一イン富山 富山市桜町1-1-1 076-442-6611

第一イン富山 富山市桜町1-1-1 076-442-661137 徳  島  県
076-442-661138 愛  媛  県 第一イン富山 富山市桜町1-1-1

富山市桜町1-1-1 076-442-661139 高  知  県 第一イン富山
076-444-5111APAホ テル富山駅前 富山市明輪町88-240 福  岡  県

富山市明輪町88-2 076-444-511141 佐  賀  県 APAホ テル富山駅前
076-432-1111APAホ テル富山 富山市窪新町6-142 長  崎  県
076-444-5111富山市明輪町88-243 熊  本  県 APAホ テル富山駅前

富山市明輪町88-2 076-444-511144 大  分  県 APAホ テル富山駅前
076-444-5111宮  崎  県 APAホ テル官山駅前 富山市明輪町88-245

富山市明輸町88-246 鹿 児 島 県 APAホ テル富山駅前

富山市明輪町88-2 076-444-511147 沖  縄  県 APAホ テル富山駅前
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競技会役員・競技役員及び監督・選手宿舎一覧表

< 子 >臣を

電話番号所  在  地宿
~~~舎

  名区 分

高岡市新横町 1 0766-26-1111競 技 会 役 員 ホテルニューオータニ高岡
0766-26-1111高岡市新横町 1ホテルニューオータニ高岡競 技 役 員

電話番号所  在  地宿 舎   名N0 郭 道 府 県 名
0766-24-1531高岡市あわ ら町17-13高岡富士観ホテル北  海  道
0766-24-1531高岡市あわ ら町17-13高岡富士観ホテル青  森  県
0766-84-4100高岡市姫野390-1三角茶屋岩  手  県

高岡市姫野390-1宮  城  県 三角茶屋４

，

0766-84-4100高岡市姫野390-1三角茶屋秋  田  県
0766-44-0284高岡市大田27-1雨晴亭山  形  県
0766-44-0284高岡市大 田27-1雨晴亭福  島  県

高岡市駅南5-3-3 0766-26-5700ビジネスイン高岡茨  城  県
0766-21-0306高岡市末広町2-39大野屋旅館栃  木  県
0766-24-1531高岡市あわ ら町17-1310 群  馬  県 高岡富士観ホテル
0766-44-6050高岡市大 田88-1農協共済雨晴ハイツ11 埼  玉  県
0766-44-6050高岡市大 田88-1農協共済雨晴ハイ212 千  葉  県
0766-22-4413高岡市関大町3-1すみのや旅館13 東  京  都
0766-21-0075高岡市新横町1276大佛旅館14 神 奈 川 県
0766-21-0075高岡市新横町1276大佛旅館15 山  梨  星
0766-21-0075高岡市新横町1276大佛旅館16 新  潟  県
0766-26-2222高岡市駅南5-2-7示テルセプンセブン高岡17 長  野  県
0766-21-0100高岡マンテンホテル18 富  山  県
0766-22-0589川崎旅館19 石  り|1 県

高岡市御旅屋町66松屋旅館20 福  井  県
0766-22-0953高岡市御旅屋町66静  岡  県 松屋旅館21
0766-44-0658高岡市大田5304飯沢荘22 愛  知  是
0766-22-0953高岡市御旅屋町66松屋旅館23 重  県
0766-24-1531高岡市あわら町17-13高岡富士観ホテル24 岐  阜  県
0766-22-0953高岡市御旅屋町66松屋旅館25 滋  賀  県

高岡市関大町3-1 0766-22-4413京  都  府 すみのや旅館26
0766-22-4413高岡市関大町3-1すみのや旅館27 大  阪  府
0766-22-4413高岡市関大町3-1すみのや旅館28 兵  庫  県

高岡市本町3-20 0766-21-160329 奈  良  県 高岡ホテル
0766-22-4413高岡市関大町3-1すみのや旅館30 和 歌 山 県

高岡市駅南5-3-3 0766-26-5700ビジネスイン高岡31 鳥  取  県
0766-26-5700高岡市駅南5-3-332 島  根  県 ビジネスイン高岡

ビジネスイン高岡33 岡  山  県
0766-26-5700高岡市駅南5-3-334 広  島  県 ビジネスイン高岡

高岡市下関2-7山  口  県 川崎旅館35
0766-26-2222高岡市駅南5-2-736 香  り|1 県 ホテルセブンセプン高岡

高岡市駅南5-2-7 0766-26-2222ホテルセプンセプン高岡37 徳  島  県
0766-26-2222高岡市駅南5-2-7ホテルセブンセブン高岡

高岡市駅南5-2-7 0766-26-2222ホテルセブンセブン高岡39 高  知  県
0766-26-2222ホテルセブンセブン高岡 高岡市駅南5-2-740 福  岡  県
0766-26-2222高岡市駅南5-2-741 佐  賀  県 ホテルセブンセブン高岡

高岡市丸の内2-1 0766-21-010042 長  崎  県 高岡マンテンホテル

高岡市丸の内2-1 0766-21-0100高岡マンテンホテル43 熊  本  県
0766-21-0100高岡市丸の内2-144 大  分  県 高岡マンテンホテル

0766-44-1399山下屋旅館 高岡市大田17645 宮  崎  県
0766-22-0589川崎旅館46 鹿 児 島 県
0766-21-0100高岡市丸の内2-1沖  縄  県 局岡マンテンホテル47
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N0 都 道 府 県 名 宿 ∠讐 名 所  在  地 電話番号
北  海  道 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1

宮  城  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

福  島  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

茨  城  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

東  京  都 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

新  潟  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
宮  山  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
石  り|1 県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
愛  知  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

10 大  阪  府 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
11 兵  庫  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
12 島  根  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
13 広  島  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
14 香  り|1 県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
15 福  岡  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100
16 熊  本  県 高岡マンテンホテル 高岡市丸の内2-1 0766-21-0100

臣を

年女子>

・選手< 子 >
N0 郭 道 府 県 名 民泊協力会名 長  名 所  在  地 電話番号

北  海  道 大田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大田112 0766-44-5077

青  森  県大田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大田112 0766-44-5077
官  城  県 古府校下民泊協力会 大 門 信 高岡市伏木矢田6-5 0766-44-1455
栃  木  県 平米校下民泊協力会 谷 道  巖 高岡市小馬出町6 0766-23-1570
東  京  都 能町校下民泊協力会 坂 口 信 之 高岡市荻布471 0766-25-0828
富  山  県 定塚校下民泊協力会 西 田  修 高岡市東下関6-27 0766-22-7906
石  り|1 県 牧野校下民泊協力会 塩 谷 隆 志 高岡市上牧野5-28 0766-84-3866
福  井  県 大田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大 田112 0766-44-5077
静  岡  県 太田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大田112 0766-44-5077

10 滋  賀  県伏木校下民泊協力会 高 田  弘 高岡市伏木 中央町6-4 0766-44-1638
11 大  阪  府 古府校下民泊協力会 大 門 信 高岡市伏木矢田6-5 0766-44-1455
12 島  根  県 太 田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大田112 0766-44-5077
13 岡  山  県 古府校下民泊協力会 大 門 信 高岡市伏木矢田6-5 0766-44-1455
14 香  り|1 県 二上地区民泊協力会 出

方F 勇 高岡市下三上1059
15 福  岡  県 太田校下民泊協力会 勇 永  昭 高岡市大田112 0766-44-5077
16 熊  本  県 守 山地区民泊協力会 澤 田 幸 高岡市五十里3278 0766-22-4643
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臣を
選 < 女子 >

電話番号長  名
△

所  在  地民泊協力会名N0 都 道 府 県名
高岡市東下関6-27定塚校下民泊協力会 西 田  修北  海  道

0766-23-5560饉土
′・ F 勇 高岡市下二上1059青  森  県 二上地区民泊協力会

0766-22-4643澤 田 幸 高岡市五十里3278上L  '手   1目 _

本 : ,~ ′下 守山地区民泊協力会
高岡市上牧野5-28 0766-84-3866塩 谷 隆 志官  城  県 牧野校下民泊協力会

0766-44-1638高 田  弘 高岡市伏木中央町6-4伏木校下民泊協力会秋  田 県
0766-25-0828坂 口 信 之 高岡市荻布471山 形  県 能町校下民泊協力会
0766-22-7906定塚校下民泊協力会 西 田  修 高岡市東下関6-27福  島  県
0766-25-0828高岡市荻布471能町校下民泊協力会 坂 口 信 之茨 城  県
0766-44-1638高 田  弘 高岡市伏木中央町6-4伏木校下民泊協力会栃  木  県
0766-84-3866高岡市上牧野5-28塩 谷 隆 志10 群  馬  県 牧野校下民泊協力会
0766-23-5560μ土

″F 勇 高岡市下二上1059二上地区民泊協力会11 埼  玉  県
0766-22-7906高岡市東下関6-27定塚校下民泊協力会 西 田  修12 千  葉  県
0766-44-1638高岡市伏木中央町6-4高 田  弘東  京  都 伏木校下民泊協力会
0766-23-1570高岡市小馬出町6谷 道  巖神 奈 川 県 平米校下民泊協力会14
0766-22-4643澤 田 幸 高岡市五十里3278守 山地区民泊協力会15 山 梨  県
0766-23-5560高岡市下二上1059ビ土

′千 勇新  潟  県 二上地区民泊協力会16
0766-44-1455高岡市伏木矢田6-5古府校下民泊協力会 大 門 信17 長  野  県
0766-23-1570高岡市小馬出町6谷 道  巌平米校下民泊協力会18 富  山  県
0766-25-0828高岡市荻布471坂 口 信 之石  り|1 県 能町校下民泊協力会19
0766-23-1570高岡市小馬出町6谷 道  巌平米校下民泊協力会20 福  井  県
0766-23-5560高岡市下二上1059ビ土

′千 勇二上地区民泊協力会21 静  岡  県
坂 口 信 之 高岡市荻布471能町校下民泊協力会22 愛  知  県

0766-44-1638高岡市伏木中央町:壁4高 田  弘重  県 伏木校下民泊協力会23
0766-22-7906高岡市東下関6-27西 田  修定塚校下民泊協力会24 岐 阜 _堡
0766-22-4643高岡市五十里32■澤 田 幸滋 賀  県守山地区民泊協力会25
0766-44-1455大 門 信 高岡市伏木矢田6-5古府校下民泊協力会26 京  都  府
0766-23-1570高岡市小馬出町6谷 道  巖平米校下民泊協力会27 大  阪  府
0766-84-3866高岡市上牧野5-28塩 谷 隆 志牧野校下民泊協力会28 兵  庫  県
0766-25-0828坂 口 信 之 高岡市荻布471能町校下民泊協力会29 奈  良  県
0766-22-4643高岡市五十里3278澤 田 幸和 歌 山 県 守山地区民泊協力会30
0766-22-4643高岡市五十里3278澤 田 幸守 山地区民泊協力会31 鳥  取  県
0766-22-7906高岡市東下関6-27西 田  修定塚校下民泊協力会32 島 根  県
0766-22-7906高岡市東下関6-27西 田  修岡  山  県 定塚校下民泊協力会33
0766-44-1455大 門 信 高岡市伏木矢田6-5古府校下民泊協力会広  島 県
0766-25-0828高岡市荻布471坂 口 信 之能町校下民泊協力会35 山  口 県
0766-44-1638高岡市伏木中央町6-4高 田  弘伏木校下民泊協力会36 香  り|1 県
0766-22-7906高岡市東下関6-27西 田  修定塚校下民泊協力会37 徳  島  県
0766-23-5560高岡市下二上1059ロニ

′■ 勇二上地区民泊協力会愛  媛  県38

高岡市五十里2壁澤 田 幸守山地区民泊協力会39 高  知  県
0766-44-1455高岡市伏木矢田6-5大 門 信古府校下民泊協力会福  岡  県40
0766-44-1638高岡市伏木中央町1::二高 田  弘伏木校下民泊協力会41 佐  賀 県
0766-84-3866高岡市上牧野5-28塩 谷 隆

」
=牧野校下民泊協力会42 長  崎  県

0766-84-3866高岡市上牧野5-28塩 谷 隆 志牧野校下民泊協力会熊  本  県43
0766-44-1638高岡市伏木中央町6-4高 田  弘伏木校下民泊協力会44 大  分  県
0766-25-0828高岡市荻布471坂 口 信 之能町校下民泊協力会宮  崎  県45
0766-23-5560高岡市下二上1059巴

方■ 勇二上地区民泊協力会46 鹿 児 島 県
0766-23-1570高岡市小馬出町0谷 道  巌―平米校下民泊協力会沖  縄  県47
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宿 ,白 | つ い て

1 宿泊料金等

大会参加者の宿泊料金は次のとお りとする。

(1)宿泊及び素泊 り

ア 宿泊とは、入宿 日の 15時から、出発 日の 10時までの客室の使用をいうものとし、原則

として 1泊 2食 とする。

イ 素泊 りとは、食事を伴わない宿泊をい う。

(2)宿泊料金

区 分
宿 泊 料 金

備
1泊 2食 素泊 り

選手・監督
民泊等 7,700円 5,600円

冷暖房料及び奉仕料を含む。営業宿泊施設 9,700円 6,800円

そ の 他 の

大会参加者

民泊等 7,700円 5,600円

営業宿泊施設 7,400円 浴衣、丹前、冷暖房料及び奉仕料を含む。

(注) 民泊等とは、旅館業法の規定に基づく営業許可を有しない民家、寮、研修所等の転用施

設及び公共の施設等で利用料金が特に低額である施設をいう。

(3)消費税

宿泊料金に係る消費税については、外税とする。

なお、民泊等については、課税対象施設でのみ、課税されるものとする。

(4)欠食控除

欠食の場合は、次により食事料金を控除するものとする。

営業宿泊施設

民泊等

(5)入浴料

宿泊者が宿舎からの要請により公衆浴場等を利用したときの入浴料は、当該宿合が負担す

るものとする。

宿泊料金からの控除額 控 除 す る 条 件

朝  食 950円 前日の 18時までに欠食の申出があった場合

夕 食 1,950円

欠食区分 宿泊料金からの控除額 控 除 す る 条 件

朝 食 650円 前 日の 18時までに欠食の申出があった場合

夕 食 1,450円 当日の9時までに欠食の申出があった場合

-86-

三た

,́

10,300円

欠食区分

当日の 9時までに欠食の申出があった場合



区 分 大 会 開 催
［
ロ 適 用 期 間

秋 季 大 会
平成 12年 10月 14日 (土)か ら

平成 12年 10月 19日 (木)ま で

平成 12年 10月 10日 (火)15時から

平成 12年 10月 20日 〈金)10時まで

2 宿泊料金等の適用期間

宿泊料金の適用期間は次のとお りとする。

3 宿泊取消料

(1)宿泊を取り消した場合の取消料は次のとおりとする。

(注) 取 り消 した泊数にかかわらず、上記の宿泊取消料のみとする。

宿泊取消料が宿泊料金を超える場合は、当該宿泊料金を宿泊取消料 とする。

(2)選手・監督が、競技開始後において、競技の結果により宿泊を取 り消す場合は、次のと

おりとする。

(注) 取り消した泊数にかかわらず、上記の宿泊取消料のみとする。

(3)宿泊責任者または本人が宿泊取消料を支払うことのできない場合は、宿泊申込代表者が

最終的責任を負うものとする。

4 宿泊料金等の精算

宿泊料金、休憩料金及びこれらに係る消費税並びに宿泊取消料については、大会終了後、一

括精算するものとする。

なお、宿泊責任者は、毎日の請求内容を宿合に確認するとともに、退宿時には支払額 (債務

額)を確定す るもの とする。

宿 泊 取 消 の 申 し 出 区 分 宿 泊 取 消 料

平成 12年 10月 5日 (木)ま で 不 要

宿泊予定日の 4日 前まで 1人 3 500円

宿泊予定 日の前 日まで 1人   4,500円

宿泊予定当 日の 12時まで 1人   6, 000円

宿泊予定当 日の 12時以降 宿 泊 料 金

宿 泊 取 消 の 申 し 出 区 分 宿 泊 取 消 料

宿泊予定当日の 12時まで 不 要

宿泊予定当日の 12時以降 1人  4,500円
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＾
０

昼食弁 当の斡旋 について

1 斡旋期間について

平成 12年 10月 14日 (土)か ら 10月 18日 (水)まで

2 弁当料金について

1個 945円 (消費税込み、お茶付)

昼食弁当の申込み方法について

申込責任者が、翌日の弁当必要数を取りまとめ、競技会場の弁当引換所で弁当申込書 (様式

3-1)に 弁当代金を添えて申し込むものとする。

※ 10月 14日 (上)・ 15日 (日 )の弁当については、事前に申込みを受けてお りますので、

指定の弁当引換所で「弁当引換券」と弁当を引換えてください。

4 弁当の引換について

競技会場の弁当引換所にて、弁当引換券 と引換えに受け取るものとする。
※ 10月 14日 (土)の弁当は、総合開会式会場での引換えとなります。

5 その他

(1)弁当申込み後の変更・取消はできません。

(2)弁当引換券及び弁当代金領収書の再発行はいたしません。

(3)食中毒防止のため、弁当は早めにお召しあがりください。

(4)弁当ガラは回収しますので、必ず 15時までに弁当引換所へお持ちください。
(5)使用済み割り箸を分別回収しますので、ご協力ください。
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弁当申込み受付時間  10時から 17時まで

弁当引換時間 11時 30分から12時 30分 まで



医 療 救 護 | つ い て

救護所の開設期間について

開設期間は、平成 12年 10月 15日 (日 )か ら平成 12年 10月 18日 (水)までとし、開設時

間は、開始式及び競技開始 30分前から競技終了及び表彰式までとする。

傷病者が発生 した場合について

(1)競技会場

競技会場に救護所を設置 します。医師、看護士及び担当係員が常駐 してお りますので、救

護所へ来所ください。

(2)練習会場

練習会場には、救急箱を配置 します。練習会場係員に申し出てください。

(3)宿舎

宿合に申し出てください。最寄りの医療機関を紹介します。医療機関へ行 く場合は、必ず

監督等関係者が同行 してください。

治療について

〈1)救護所では、応急措置及び軽易な手当てを行います。医療機関に移送する必要があると

認めたときは、救急車等により移送しますので、監督等関係者の同行をお願いします。

(2)医療機関で治療を受けるときは、健康保険証を提示するとともに、救護所発行の「診療

依頼書」を医療機関に提出してください。治療後、医療機関より「診療結果報告書」を受け

取り救護所へ提出してください。

2

3

4
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医療費の負担について

(1)救護所の利用に要した経費を除き、医療費はすべて受診者の負担となります。

(2)医療機関に健康保険証を提示しないで受診した場合は、医療費の全額が受診者の負担と

なりますので、必ず健康保険証をご持参ください。



計 画 輸 送 | つ  い て

1 競技会場・練習会場への輸送について

(1)競技会場へは、集合地からの計画輸送バス又は公共交通機関をご利用ください。

(2)計画輸送バスは、他のチームとの相乗 りとなりますので、発車時刻等を確認のうえ、ご

利用ください。

(3)競技期間中の練習会場へは、競技会場から徒歩 となります。
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平日・土曜夜間 。休日救急医療機関一覧表

月   日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 診 療 時 間 住 所
電話番号

(0766)

10月 12日 (木 ) 内 科 午後 7時～午後 11時 高岡市戸出町 3丁 目1-56 63-5811

本郷 林整形外科病院 外 科 午後 7時～午後 11時 ″ 本郷 2]~日 1-34 23-8080

10月 13日 にD 万葉病院 内 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 西海老坂 362 24-2163

白川クリニック 外 科 午後7時～午後 11時 ′′ 戸出町 3丁 目 15-15 62-0088

10月 14日 (」ゴ 高岡市急思医療センター 内 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 本丸町 7-1 25-7111

高岡駅南クリニック 外 科 午後 1時～午後 11時 ′′ 駅南 3丁目 1-8 29-1200

10月 15日 (日 ) 高岡市急忠医療センター 内科・外科 午前9時～午後 5時 〃 本丸町 7-1 25-7111

高岡市急増、医療センター 内科・外科 午後 7時～午後 11時 ′′ 本丸町 7-1 25-7111

10月 16日 (月 ) いしだクリニック 内 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 戸出町 3丁目725 63-3622

樋日外科医院 外 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 美幸町 2丁 目1-12 25-1028

10月 17日 (火) 鐘紡町 丸山医院 内 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 鐘紡町 1656-1

斎藤脳神経外科医院 外 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 古定塚 5-50 24-3110

10月 18日 (水) さのクリニック 内 科 午後7時～午後 11時 ′′ 佐野 91)3 21-7500

高木総合病院 外 科 午後 7時～午後 11時 〃 戸出町 3丁 目 15-15 63-1113

10月 19日 (木) 西出内科クリニック 内 科 午後 7時～午後 11時 〃 柴野内島41-2 31-3711

神代クリニック 外 科 午後 1時～午後 11時 ′′ 中川本町 16-10 26-2628

10月 20日

“

υ 若草クリニック 内 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 中川園町 3-5 28-5888

光ヶ丘病院 外 科 午後 7時～午後 11時 ′′ 西藤平蔵 313 63-5353

-91-

棘貢尾内科医院

27-7077



◆ テル フォン ガ イ″

☆  競 技 会 場 本 部 (高 岡 市 民 体 育 館 )

2:,(0766)28-7805

Fax(0766)28-7804

☆ (社 )高 岡 市 観 光 協 会 1目:(0766)20-1547

☆観光案内所

■,(0766)23-6645

高 岡 駅 南 口 観 光 案 内 所

( 9:30～ 17:30)
aS(0766)28-3588

J R高 岡 駅 案 内 所 1目:(0766)23-0261

☆ 道 路 道 路 交 通 情 報 セ ン タ ー (富 山 ) C:(076)432-2233

☆ バ ス 加 越 能 鉄 道 aヽ (0766)22-4888

☆ タクシー

」
「F¬

岡

駅

周

辺

高 岡 交 通 21'(0766)23-1212

高  陵  タ ク シ ■S(0766)25-2211

昭 和 交 通 al(0766)21-0303

野 村 交 通 で

'(0766)21-2001

伏

木

駅

宝 田 タ ク シ 2:'(0766)44-0056

2:'(0766)44-2525

戸 出 タ ク シー (戸 出駅 周 辺 ) 18)(0766)63-2211

立 野 交 通 (西 高 岡 駅 周 辺 )

☆ 航 空

全 日 本 空 輸 (国 内予約センター) al(0120)029-222

エ ア ニ ッポ ン ( ′′
) al(0120)029-222

中日本エアラインサーヒ・ス ( ′′
) ●  (0568)28-1710

☆ 20oo年 とや ま 国 体 高 岡市 実 行 委 員 会 8 (0766)20-1691

-92-

☆ 鉄 道

高 岡 駅 観 光 案 内 所

〈 9:30～ 17:30)

ふ   じ   交   通

1目:(0766)31-0063
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W バドミントン日本リーグ2000大会日程

BADMINTON

開催地及び会場

平成 12年 11月 25.26日

平成 12年 12月 23.24日

2部 リーグ

平成 12年 12月 1～ 3日
オールスター東西対抗戦 (仮称 )

平成 13年  2月 12日

大会組み合わせ

守 口 市 (大 阪 府 )

宇都宮市体育館 (開幕戦 )

釜石市民体育館

川崎製鉄水島体育館

千葉県総合運動場体育館

北広島市総合体育館

福井運動公園体育館

相模原市総合体育館

高岡市民体育館

高岡市民体育館

アスカル幸手

宮城県スポーツセンター

守国市民体育館 (最終戦)

高松市総合体育館

守国市民体育館
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2月 16日
2月 17日

幸 手 市 (埼 玉 県 )

県
，

χＬ“宮市ム
ロ

ー
ー
“

イ
‐
＝

日

日

７

７

月
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月
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北広島市 (北 海 道 )

福 井 市 (福 井 県 )

相模原市 (神奈川県 )

守 口 市 (大 阪 府 )

高 松 市 (香 川 県 )

開催都市 男 子 の 部 女 子 の 部

宇都富市 (栃 木 県 )

Y K K九 州 一日本 ユ ニ シ ス 洋  電  機 ― NTT北 海 道
ト ナ ミ 運 輸 ― NTT東 日本宮城 三 協 ア ル ミ ー NEC相 模 原
NTT東 日 本 ― NTT北 海 道 東 北 電 力 新 潟 ―ベ ス ト 電 器
NTT西 日本大阪 ―ベ ス ト 電 器 ヨ ネ ッ ク ス ー N E C九 州

宇都宮市 (栃 木 県)

Y K K九 州 ― NTT東 日本宮城 洋 電 機 ―東 北 電 力 新 潟
ト ナ 運 輸 一 日 本 ユ ニ ン ス 三 協 ア ル ミ ー N E C九 州
N■I東 日本 ―ベ ス ト電 器 ベ ス ト 電 器 ― NTT北 海 道
NTT西 日本大阪 ― NTT北 海 道 NEC相 模 原 ―ヨ ネ ッ ク ス

釜 石 市 (岩 手 県 ) NTT東 日本宮城 ―ベ ス ト 電 器 東 北 電 力 新 潟 ― N E C九 州

千 葉 市 (千 葉 県 ) Y K K九 州 ― NTT東 日 本
協 ア ル ミ ーヨ ネ ッ ク ス

N.EC相 模 原  NTT北 海 道

倉 敷 市 (岡 山 県 )
ト ナ 運 輸 ― NTT西 日本大阪

三 洋 電 機 ―ベ ス ト 電 器
海 道日本 ユ ニ ン ス ーNTT北

北広島市 (北 海 道 ) NTT東 日本宮城 ― NTT北 海 道 ョ ネ ッ ク ス ーNTT北 海 道
相模原市 (神 奈川県 ) ■ 本 ユ ニ シ ス ーベ ス ト 電 器 N_三C相 模 原 ―ベ ス ト 電 器

福 井 市 (福 井 県)

Y_K_K九 州 ― NTT西 日本大阪 洋_  機 ― N E C 九 州
運_艶 ―NTT東 日本ト ナ 三_協_Z_上_ミ ー東 北 電 力新 潟

高 岡 市 (富 山 県 )

Y K K 五 州 ―NTT北 海 道 三 協 ア ル ミ ーベ ス 卜 電 器
ト ナ ミ 揮 塗 二企 ス ト 電 器 N E C 九」‖ヽ―NTT北 海道

仙 台 市 (宮 城 県) NTT西 日本 大 阪 ― NTT東 日本宮城 ネ ッ ク ス東 北 電 力 新 潟 ― ヨ
幸 手 市 (埼 玉 県 ) NTI東 日本 一日本 ユ ニ シ ス ,羊 機 ― NEC相 模 原

高 岡 市 (富 山 県 )

Y K K九 州 ―ベ ス 卜 電 器 三__塑 _ァ ル ミ ーNTT北 海 道
ナ 運 ― NTT北 道 ベ ス 三 壺 三 N E C九 州

守 口 市 (大 阪 府 )

N T T 東 本日 N T T 東 日本 城 洋  電  機 ― ヨ ネ ッ ク ス
NTT西 日 大阪 一 日 ユ ニ シ ス ― NEC相北 電 力 原
YK K九 州 ― ト ナ 運 輸 洋 電 機 一三 協 ア ル ミ
N T T東 :日 :本 一 NTT西 日本大阪 海 道新 N T T ヒ」潟
日 本 ユ ン ス N T 東 日本 宮城 E C九 州NEC相 模 原 ― N

卜 電 器NTT北 海 道 ―ベ ス ベ ス 卜 電 器 ― ヨ ネ ッ ク ス

成

成

成

成

成

成

成

成

成

成

平

平

平

平

平

平

平

平

平

平

守 口 市 (大 阪 府 )
東 北 電 力

T



祝 第55 国民体育大会バ ドミントン競技会

選手の皆様の御健闘を祈 ります
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祝  「2000年とやま国体」

バドミントン競技

選手の皆様のご活躍を心から応援いたします !

新川地区高体連バ ドミントン専門部

富山地区高体連バ ドミントン専門部

高岡地区高体連バ ドミントン専門部

砺波地区高体運バ ドミントン専門部

富山県 日 体連バ ドミントン専門部
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バドミントン0コートにも、
(MHUNOWバVE)新登場。

波のプレートがクッション性と安定性を両立させました。一

Cuahioning 

-r,r 

t Stability 

- 

*lG Sharing Resistance‐

ダッンュ時や瞬時の停上の時の

ブレやズレ。その機ズレ

`抗 `_も
Ⅲ2UNO WAveの立体形状が

優れた蔵力を発揮します。

一

精ズレ抵抗

通常のミンドツ~ルでは.大きな衝

摯″かかった場合.局郎的壼 ,1多

くつぶ■)が起こ
',、

夕″らン性/

失われてしまうことがありました。

M[zu()WAVEは 、その波型形

状のプレートによ
'癒

摯が分散さ

れるため.より優れたクッション性

を発揮します。

過まのプロネーンヨン(足の日

内)は.疇書の原因になります。

M12UNO WAVEは 凛 型という

立体 ,:′ 状のため上下方向の荷

●に強さを発揮。さらに波状が

情量部分の過度な変形を最小

限に抑えるため、足への■担を

やわらげます。
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チタンには従来のプラステック材 (EVA.ナ イロン.Pu等 )に比べ高ぃ口性を持っており.反発性 (元

の形状に戻ろうとする力)に非常に優れています。この|1性を応用しチタンの彙確をネットホにする

ことで「百」としてとらえ.WAVEブレートと同時に搭載することで着珀時の踵への衝摯を吸収する

と同時に優れた反発性を発揮し.スムーズな踏りだしが可能となt,ま す。
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応援します !

学校法人 高岡第一学 園

高岡第一高等学校

バ ドミン トン部 OB会 ・後援会

デ ィズプレイ&イ ンテ グア

″
「

株式書社

代表取締役 北  角 洋

〒 933-0056 富山県高岡市中川 1丁 目 3番 19号
′

「
EL(0766)22-3737(句

FAX(0766)25-7682



東洋通信工業株式会社
富山県高岡市上関町1番 24号

石川県金沢市元菊町17番 45号

富山県氷見市窪630番地 1

富山県富山市問屋町1丁 目2番3号

TEL(0766)25-6666イ t

TEL(076)234-5600イ tl

TEL(0766)91-7777イ tll

TEL(076)451-1100イ t

F:AX(0766)25-6672

FAX(076)234-7234

FAX(0766)91-7779

FAX(076)451-2500

auン ヨツプ

高 岡 中 川

氷   見

新   湊

〒933-0047

〒935-0024

〒934-0093

高岡市東中川町1番 15号

氷見市窪630番地1

高岡市姫野651-6

T[三L(0766)26-2226rtil

TEL(0766)91-7788“ tll

TEL(0766)82-1661イ 式:||

FAX(0766)26-2298

FAX(0766)91‐ 7779

FAX(0766)82‐ 1771

OAス クール

えんじゅ校

氷 見 校

まるちねっと高岡

〒930-0029 高岡市御旅屋町1222-3 エルバセォBl

〒935-0024 氷見市窪630番地 1

TEL(0766)26-2299イ tl

TEL(0766)91-7775イ t'

FAX(0766)26-2399

FAX(0766)91-7779

本   社

金沢営業所

氷見営業所

富山出張所

〒933-0851

=i:920-0036

=i:935-0024

〒930-0834

人が暮らす、遊ぶ.働 く.憩 う.と い

った空間を考えるとき、そこは人に

優しいかどうか.自 然や環境に調和

しているかどうか.と いうことをい

つも忘れません。
「快適」と感じる空間づくりには、そ

んな視点が大切だと思います。人が

いるから.技術があるから、夢があ

るから.い つでもどこでも、「人間に

やさしい快適空間をめざす」立山ア

ルミです。

快適への視点

人間にやさしい快適空餃 めざして

■ 出コ L=
立山アルミニウムエ業株式会社

富山県高岡市早川550番地

総務部 TEL 0766‐ 20-3121

富 山 県 版  中 学 体 育 実 技

学年別 中学保健体育学習ノート
スポーツルール
スポーッテスト

教 育 統 計 会
本 社 〒 930-0846 富山市奥井町 16番 47号

TEL(076)43 1-66 76イ 句
支 社 〒 920-0806 金沢市神宮寺 2丁 目 12-22

TEL(076)252-1245

1群
|

_~~=t__… _」

写貫 富山集中央植物卿 嚇 負郡婦中mD

ヽ



宋安田火災

新 登 場

高岡市丸の内2-5
´rEL 0766-21-2022

高木総合保険事務所

代理店

安田火災海上保険株式

アイ・エヌ・エイひまわり生命株 社

社

会

会

式

射水郡大島町中野 813-10
′rE L 0766(52)2162

ホテルアメニティ用品  ワックス  清掃用品  厨房消耗品

社〈
〓

式株事商ＬＩロ
一Ｓ
．

■
Ｔ

ヱ
Ｊ

口
〓

〒933-0032 富山県高岡市定塚町 1241

TEL・ FAX 0766(23)5151
〒933-0284 富山県射水郡大島町新開発 444-1

TEL 0766(52)4437
FAX 0766(52)5940

本 社

営業所
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西砺波郡福光町東町 6751
TEL(0763)52-0576
FAX(0763)52-3765

禾□洋 )酉

富山県小学生バドミントン連盟

会 長

理事長

安達

京田

達明

和男

中川外科胃腸科医院

高岡市内免 3丁 目3-10

中 り|1  正 高 岡 市 桐 木 町 58
TEL(07過 )22-3■ 9

自宅 高岡市大野 161-1
′

「
EL(0766)22-7509

サントリーバー
■

刀 イ
ヽ

ン

福光町バドミントン協会

理事長 川原 昌彦

川合 誠智会 長

滝 写真館
を 12● 64‐ 2178`島鏡‐5235

写 真 の こ と な ら な ん で も

選手の皆様のご健闘を心からお祈り致します

可=939-1567

富山県東砺波郡福野町1363
TEL(0763)22-2411
FAX(0763)22-7695 晰盆晃□吻慶匙四

BADMINTON・ TENNIS PRO SHOP

高岡市末広町 42
TEL 23-(Ю10

滝    正  博
西砺波郡福岡町福岡 1172

■ ■ ■ ■ 0● ■

■ ■



選手の皆様の御健闘を祈ります

富山県立高岡商業高等学校バ ドミントン部OB会

‐ロ
ー  ●ど.― ■と.一 ;二 泉と。 ‐口‐

に■+ら口た公□・雨哺海岸

」
【「

，

０
・
■嗜杯

〒933-0133 1E山 県高国市太日 TCし0766-44-605"0

じ
)|｀

柴田写真館

高岡市南幸町1丁 目37番
TEL(0766)25-3900

フォーティーンゴルフクラブベストセレクター

代表取締役 佐 々木 盛 光

〒 937-0041 魚津市吉島 1-5-23
2,(0765)24-7038  FA)((0765)24-7183

スポーツ含衆目

(旬

=和
スポーリWAR,LLEY

Zip//933-0023
Add/富山県高岡市末広町 1023都 ビル 2F
′
Ilc1//0766-28-5750  11x//0766-29-1004

夢

tl$ntn
(fi).terR+aE

富山市城北町 9-11

料 理 旅 館

藤b=十ル
〒933-0913富 山県高岡市本町 3-20

TEL(0766)21-1603〔 ヽ

FAX:(0766)21-0115

高岡市役所バ ドミントン部

全国菓子大博覧会名誉総裁賞受賞



「第55回国民体育大会記念」

科学万博つくば '85で お預かりしたポス トカプセル郵便を、2001年 1月 1日 からいよいよお届けします。

2000年とやま国体をわたしたちも応援しています あなたのまちの郵便局
ゆうびんホームページ http:〃 www.postaLmpt.golp/

′  ヽ50 切手意匠
バ ドミントンと立山連峰

〒 933-0039高 岡市大手町 12-11(高 岡大仏前 )
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らなし 増1営|

高岡でのご宿泊は…
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T E L 0766(22)0354
F A X 0766(22)3266
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ユーザーのお役にたつ専門商社
銑鉄・コークス・合金鉄・鋳造用副資材・鋳造機械
各種産業機械・セメン ト混和剤・セラミックス製品
電子機器部品・液化ガス

金森藤平商事株式会社

東京都中央区八重洲 2-11-4 TEL(03)3272-8501
富山県高 岡市金屋町 1-8 TEL(0766)21-4001
東京 。長 野 ・ 川 口 。名 古 屋・ 桑 名 ・ 大 阪 。九州
高 岡・ 金 沢 。新 潟 。東 北・ 戸 塚 ・ 藤 沢・ 茅 ケ崎

社

店

所業

本

支

営

代表取締役社長 金 森 藤 平

‐ ‐口自己1  北陸版切手発売中
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日本食は抗酸化物質が多い元気の美人食
(0)フレZ位武

く
‐

高岡市バ ドミントン協会 長 佐 武 俊 作

高  岡  店/高岡市昭和町 2丁 目1-10 TEL(0766)21-2652

小杉南太闇山店/小杉町南太閤山 12丁 目 TEL(0766)56-3000

△
7ヽ

がんばれ″
富山県選手団

高岡龍谷高等学校

=i=933-8517
富 山県高岡市古定塚 4番 1号
′

「
E L 0766-22-5141

F AX 0766-25-8149

みんなで

◎



φ ゛
藉

「チタン・メッシュ」&「ハニカム・ケブラー」をシャフトに播眠

シャフトのグリップ■に「チタン・メッシュ1.フェース

“

に「ハニカム・ケブラー」を採用
ダブル効果でハードヒット||の パワーとコントロールの力立を実現しました.

エスフイ チタン2000
XRASTl ¥18,000
(専用ソフトケース付き.■■8:含ます)

「テタン・メツンユ」ガンャフトのネツレを

'え
.ハ ードヒット●の反発力とコントロ

ールせモアップさせます.

「′ヽニカム・ケプラー1,"フ ェースの選りを
アツプさせ.ン ャトルを最く弾きます.し
かも薔摯吸収住も抜群.

0'イ ズ:Xl.X2

0彙材・カーボン・コンボジット
(チ タン・メツンユ+ハニカム・ケプラー使用

●フェース面積:346cm.

0背輌:14.5庁m(フ ェース●最大t輌 )

●全長:665mm「クッショングリップ」を採用し、日υやすきがアップ
ソフトで■りやす0｀

・クッショングリップロを■用しました.

さらに.め くれにくくて手になじむ・なわらか加工・ そ耐久性もプラスしました
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第 55
祝

国民体育大会バドミントン競技会

選手の皆様、ようこそ富山県へ

ご健闘をお祈りいたします !

富山県立高岡西高等学校
バ ドミン トン部後援会
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ロ祝 第 55 国民体育大会バ ドミントン競技会

有限会社
■■■D
■■■■■D
■■■■■●

■日 E口11冒」
代表取締役 長  田    ;裕

〒 9330857高 岡 市 木 津 490-2

TEL(0766)22-2943
F´C((0766)25-7095

祝 第55回国民体育大会バ ドミントン競技会

選手の皆様の御健闘を祈ります

高岡市バ ドミントン協会

△
7ヾ 長 佐 武 俊 作

理事長 京 田 和 男

■

■

■

■



私達も応援しています

ガ ンバ レ富
2000年とやま国体

゛
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は
Ｆ ン競技

高岡市ディスプレー協会

昭 和 ス  ー ツ

高 岡市 昭和 町 2-1-15
TEL(0766)23-5865“句

スポ ーツプ ラザ



■医薬品原料

■体外診断用医薬品

■食品添加物

■飼料添加物

■動物用医薬品

■混合飼料

■試薬

■化学品中間体

かけがいのない企業をめざす

富士薬品工業株式会社

代 表 取 締 役 社 長
竹  田  雄

一
郎

〒939-8511富山県高岡市長慶寺 530 TEL(0766)21-3456 FAX(0766)21-3792

選手の皆様の

御健闘を祈ります

日本大学バ ドミントン部

〈
バ富山県OB



祝 第55 国民体育大会バ ドミントン競技会
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祝 第55回国民体育大会バ ドミントン競技会

選手の皆様のご治躍を′むから

応援いたします

富山県バ ドミントン協会 役員一同

会  長 清 水 規矩雄

副 会 長 中

副 会 長 中

副 会 長 井

理 事 長 堺

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

常務理事

副 会 長

副 会 長

副 会 長

副理事長

多 小五郎

畑 信 一

武 俊 作
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川
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祝 第55 国民体育大会バ ドミントン競技会

耳鼻咽喉・気管食道科

清 水

院長 清水 規矩雄

高 岡 市 木 舟 町 64
TEL(0766)25-0611(:り

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

富山県バ ドミントン協会

Ｆ
７

ヽ
Ｌ
■

会長 清水 規矩雄
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祝 第55回国民体育大会 「 2000年 とや ま 国 体 」 バ ドミ ン トン競 技

わたしたち “つとむ"です。あなたも「つとむ」にしませんか ?

本運営にも、大会委員 「つとむ」は利用いただいてます。

『大会委員「つとむ」』は、パソコンを利用して.バ ドミントン大会の本部席のお手伝いをするソフトウェアです。

お馴染みの『大会委員「あゆみ」』の兄貴分として、データベース機能を盛 り込んだ強力なソフ トウェアです。

このソフ トウェアをノー トパソコンに登録し、本部席の机上に設置して大会運営を進めます。また、大会の組合せ

作成も容易です。
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上記は、 [運用実施]の画面表示例 (内容は架空の個人戦大会)。

1種目のエントリ数は最大 800ま で可能。

エントリの自動抽選機能によリコンピューターのランダム抽選組合せが可能。 NBA会 員 登 録 申請書類も印刷可能。

大会委員「つとむ」、「あゆみ」のお問い合せ・資料の請求は
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林 フミ子(川西クララ)

〒273-0115 千葉県鎌ヶ谷市東道野辺 7-17-1
teL047-446イ210 fax:047-4467209 e― ma‖ :mbbit@bl.mmtron,p

(つあゆみソフトウェア

〒561-0808 大阪府豊中市原田元町 1-22-2
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第ll回万葉集全20巻朗唱の会

高岡万葉まつり
家持越中赴任 1250年記念

第55回 国民体育大会開催記念事業

口
■
Ｕ

ａ
■
Ｖ

″ 凛
“
層口皮

“
,嬌 あ|.の

“

のせ‐

・ |° 2000年 とやま国体

「

高 岡 古 城 公 園 中の島特設水上舞台

10月 13日 C」～ 15日 (日 )

●家持越中赴任1250年記念「近代日本画にみる万葉0嗅界」
='9月 30日 りから10月 22日 0【高岡市美術館】  ヽ■、 `

●第4回企画展 (開館10周年記念事業)「大伴二持‐そ4鵠最‐と軌跡」
10月 7日 0～ 【高岡市万葉歴史館】       ご ・ 、゙

●万葉を愛する会10周年記念事業「私のかいた家持さん」展示ざ・
10月 11日 (利～10月 30日 曰 【高岡市万葉歴史館】

●読売文化フォーラム講演会「薫まどかのトークショー」
10月 12日内午後2時 【高岡文化ホール】

●万葉の歌によせる「佐竹清」版画展
10月 12日 内～10月 17日 ∞ 【高岡市大和】

Q鵬密口1ゼロ本女流万葉書道展
ポ匈由12日榊～10月 17日 の 【高岡市大和】
0第20回全国万葉短歌大会

=｀

10月 1310午後1時 30分 【高岡市万葉歴史館】
●大伴家持卿顕彰祭

10月 14日 ω午後11時 【大伴神社境内】
●野の花、山の花展

10月 14日 0～ 10月 15日 (日)【北日本新聞社高岡支社】
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いま、情報と物が
一つになる。

物流アウトソーシング時代へ

時代のニーズを先取 りし、

トナミが業界に先駆けて取り組んできた「システム物流」。

最先端の物流・情報システムを活用して、

需要予測から輸送、保管、流通加工、生産管理まで、

お客様の業務内容に合わせたシステムを構築します。

物流は、いまアウ トツーシングの時代へ。

さまざまな物流形態に対応できる

トナミの「システム物流」で、

未来を切り拓いていきませんか。
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お客様に5つのメリットを
ご提供いた します。

ヽ物流コストを軽減

盆在庫ロスを一掃

S煩雑な業務を省力化

4顧客の信頼をアップ

5経営改革の実現
より詳しい内容をホームページよりご覧ください。

トナミ運輸ホームページ

http:〃WWW.tOnami・ 00・ip
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お問い合わせは下記フリーダイヤルヘ

西【10120‐61日 1073
西麗

'0120口

62‐1073

多ακソθ″″″θ″
L

∠
Ｆ

NArVll
トナ

=運
輸株式会社

本社/富山県高岡市昭和町 3‐ 2‐ 12
TEL(0766)2]‐ 1073
FAX(0766)21-3640
E‐ ma‖ :butsuryu@tonami colp
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(関東.■信越地域のお客様)

(上記以外の地域のお客様)

∬
′
ル・♂θ

‘
Ｚ

ミヽ
ヨ

」
Ｆ



知らないと損。21世紀の窓「ノイスタR」
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た
と
え
ば
、冬
の
暖
房
費
も
ノ
ィ
ス
タ
Ｒ

［ド
ラ
イ
＆
ド
ラ
イ
］

●
住
ま
い
の
大
敵
「結
露
」
を
サ
ッ
シ
本
体
と

，
ッ
シ
枠
の
ダ
ブ
ル
で
防
衛
す
る
「ノ
イ
ス
タ
Ｒ
ド
ラ
イ
」
新
登
場

●
結
露
は
住
宅
寿
命
を
縮
め
る
だ
け
で
な
く
、健
康
を
害
す
る
ダ
ニ
や
カ
ビ
を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
。

ノ
イ
ス
タ
Ｒ
の
ド
ラ
イ
＆
ド
ラ
イ
な
ら
結
露
対
策
は
万
全
。
し
か
も
、防
音
・断
熱
性
能
は
抜
群
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「風
水
単
」

※
ひ
と
冬
の
灯
油
使
用
量
が
、仙
台
だ
と
約
買
リ
ッ
ト
ル
、東
京
で
は
約
賦
リ
ッ
ト
ル
も
節
減
で
き
る
省
エ
ネ
サ
ッ
シ

き
っ
と
見
つ
か
る
一”】藷
黎
懸
癌
織
蔚
数議態れ陶
讐
帯
”け夢
彩

自

分
流

の
組
み
合

わ
せ
方

お
教
え
し
ま
す
、

も
う
ひ
と
つ
の

小

さ

な

声

て

お

教

え

し

ま

す

静

か
に
暮
せ
る
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

騒
音
対
策
は

，
ッ
シ
が
決
め
手
。
「ノ
イ
ス
タ
Ｒ
」
は
高
い
遮
音
性
と
気
密
性
を
誇
り
．

外
の
騒
音
や
室
内
の
生
活
音
を
し
っ
か
リ
ガ
ー
ド
。
し
か
も
ホ
コ
リ
の
侵
入
ま
で
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

や
っ
ぱ
り

本́
風
に
こ
だ
わ
り
☆
い

ノ
イ
ス
タ
Ｒ
の
和
風
サ
ッ
シ
は
．格
調
を
高
め
る
額
縁
タ
イ
プ
も
用
意
さ
れ
、
防
露
設
計
・省
エ
ネ
設
計
と
い
う
高
性
能
ぶ
り

左
右
両
側
に
錠
が
セ
ッ
ト
さ
れ
操
作
の
し
や
す
い
ス
グ
レ
モ
ノ

0サッシ本体

里鴨ハ

ヽ

サッシ本体とリッシ枠に組み込まれた断熱
樹脂が格13を おさえる「ドライSドライ」

ノイコJIR゛ ゛ ヾ め
｀
逝

:く
のII務店の方i/c 脇アルミの

「 ノイスタPソ とご指定'<ださι)。

三協アルミ住宅建材商品のこ相談は 本社 〒903‐8610富 山県高岡市早川フ0 住宅建材事業本部 TEL.0766‐ 20‐ 2251
関東住宅建材支店 T∈ L03-3226‐ 3535 名古屋住宅建材支店 TEL 052‐ 701‐092i 関西住宅建材支店 TEL 06‐6330‐9451

http://WWⅥy SankyOalu�  colp/・ わかる・楽しい
‐
情報が満載です.0建材選びに欠かせない三協アルミの商品ガイド0ゲームで学ぶ住まいづくりのキーワードなど

※このデータは当社の標準サッシをドライ&トライに変更した場合の比較です.憲田口部面積を36“ .内外温度差と使用曰数を.仙台が
1フ度で160日間(12時間/日 ).東京がЮ度で]20日 間(9時間/曰 )と餃定して
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をフ200kc」という条件では,

0
目鵬日■

発売中!!

好評
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で
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考 え る サ ッ シ

暴
風
雨
に
強

い
住
ま
い
の
ポ
イ
ン
ト
！

風
と
雨
の
激
し
い
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
３
階
建
て
や
高
所
の
住
宅
の
窓
は
い
つ
も
不
安

ノ
イ
ス
タ
Ｒ
ス
ー
バ
ー
は
、高
強
度
・高
水
密
設
計
な
の
で
風
雨
に
強
く
、暴
風
雨
で
の
雨
水
の
浸
入
を
し
っ
か
リ
ガ
ー
ド
す
る
安
心
サ
ツ
シ
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